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５
月
の
連
休
も
終
わ
り
、
心
配
さ
れ
た
コ

ロ
ナ
感
染
も
抑
制
さ
れ
て
お
り
ひ
と
ま
ず
安

堵
し
て
い
ま
す
。
改
善
の
状
況
が
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
上
智
大
学
と
共
同
し
て
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
ザ
ビ
エ
ル
高
校
卒
業
生
の
留
学

（
４
年
）
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
４

名
の
留
学
生
が
在
学
中
で
す
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
感
染
規
制
に
よ
り
、
こ
の
２
年
間
は
日
本

に
渡
航
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
入
生
も
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
等
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
３
月
政

府
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
４
月
上
旬
に
留
学

生
が
渡
日
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

留
学
生
は
一
定
期
間
隔
離
の
後
大
学
の
寮
に

入
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
今
般
来
日
し
た
留
学
生
等
と
会
う

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
し
っ
か
り
し
た
、

健
康
的
な
若
者
達
で
、
張
り
切
っ
て
い
ま
し

た
。
き
れ
い
な
言
葉
を
話
し
て
い
る
こ
と
に

も
印
象
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
大
い
に
切
り
拓
い
て
行
っ
て
欲
し
い
と

心
で
願
っ
た
次
第
で
す
。
当
協
会
と
し
て
は
、

留
学
生
が
勉
学
を
進
め
る
と
と
も
に
、
留
学

を
通
じ
て
日
本
と
の
絆
を
大
事
に
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
本
奨
学
金
制
度

の
一
層
の
充
実
に
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の

チ
ュ
ー
ク
島
の
マ
ブ
チ
・
ヒ
ル
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
つ
、
学
生
数
約
２
０
０
名
の
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
地
域
で
最
も
有
名
な
高
校
で
す
。

１
９
５
２
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
カ
ト
リ
ッ
ク
私

立
高
校
と
し
て
開
校
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
み

な
ら
ず
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
か
ら
も

優
秀
な
生
徒
が
入
学
し
て
お
り
、
現
在
パ
ラ

オ
の
学
生
も
上
智
大
留
学
中
で
す
。
同
校
は
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
モ
リ
元
大
統
領
、
パ
ラ
オ

の
メ
ゲ
ン
サ
オ
前
大
統
領
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
の
カ
ブ
ア
現
大
統
領
等
多
く
の
指
導
者
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
皆
様
方
の
貴
重
な
ご
寄
付

や
ご
支
援
に
よ
り
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
機
会
に
改
め
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
最
近
の
太
平
洋
島
嶼
国
の
動
向

に
つ
き
若
干
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て
は
、
島
嶼
国
は
「
厳

し
い
水
際
対
策
」
を
取
り
、
昨
年
末
ま
で
は

感
染
フ
リ
ー
な
い
し
低
い
水
準
に
抑
え
る
こ

と
に
成
功
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
り

一
部
の
国
で
感
染
事
例
が
判
明
し
ま
し
た
。

島
嶼
国
に
と
り
感
染
病
は
存
立
に
関
係
す
る

最
重
大
事
と
し
て
対
処
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
関
係
国
は
厳
し
い
措
置
を
続
け
て

い
ま
す
。
第
二
に
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
中
国
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が
４
月
に
安
全
保
障
協
力
協
定
を
締
結
、
波

紋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
５
月
末
中
国
の
外

相
は
フ
ィ
ジ
ー
を
訪
問
、
島
嶼
国
10
か
国
と

の
会
議
を
開
催
、
安
保
、
通
信
、
経
済
協
力

等
を
含
む
包
括
的
な
中
国
・
島
嶼
国
協
力
合

意
文
書
に
署
名
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
関

係
国
の
総
意
を
得
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
か
る
動
き
の
中
で
、
３
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
豪
州
の
外
相
や
米
の
高
官
等
が
相
次
い

で
地
域
を
訪
問
し
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は

林
芳
正
外
相
が
フ
ィ
ジ
ー
と
パ
ラ
オ
を
訪
問
、

４
月
下
旬
に
は
上
杉
謙
太
郎
外
務
大
臣
政
務

官
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
太

平
洋
島
嶼
国
も
国
際
情
勢
の
荒
波
を
受
け
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
国
々
が
平

和
で
安
定
し
た
環
境
の
中
で
気
候
変
動
を
含

め
そ
の
発
展
を
確
実
に
し
、
夫
々
の
生
活
様

式
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
我
が

国
等
の
支
援
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
７
月

一
般
財
団
法
人 

国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

重
家 

俊
範

APIC の主な動き　［ 2021 年 12 月～ 2022 年 6 月 ］

ザビエル留学生・APIC-MCT 留学生が日本へ到着

5 月

4 月 第 383 回早朝国際情勢講演会
（講師：外務省アジア大洋州局長　船越 健裕 氏）

第 384 回早朝国際情勢講演会
（講師：前ドイツ連邦共和国特命全権大使　八木 毅 氏）

6 月 第 385 回早朝国際情勢講演会
（講師：前ウクライナ特命全権大使　倉井 高志 氏）

＊
＊
＊
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ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
に
て

干
ば
つ
の
た
め
の
貯
水
タ
ン
ク
支
援

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
に
て

配
水
管
取
り
換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

太
平
洋
事
業

太平洋事業

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
２
０
２
２
年
３
月
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金
（M

icronesia 

Conservation Trust

：
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら
協

力
要
請
を
受
け
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン

ペ
イ
州
キ
チ
地
区
に
あ
る
エ
ニ
ペ
イ
ン
・
パ
ー

（Enipein Pah

）
村
で
の
配
水
管
取
り
換
え

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
と
し
て
６
，
９
９
０

ド
ル
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
エ
ニ
ペ
イ
ン
・
パ
ー

村
の
住
民
約
１
，
０
０
０
名
の
た
め
に
、
水

の
安
全
保
障
お
よ
び
清
潔
な
水
源
を
提
供

す
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
村
の
各
家
庭
に
毎
週
少
な
く
と
も
１
，

０
０
０
ガ
ロ
ン
の
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
水
を
媒
介
と
す
る
病
気
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対

し
て
、
長
期
持
続
的
に
安
全
な
水
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保

護
基
金
（M

icronesia Conservation 

Trust

：
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら
協
力
要
請
を
受
け
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
を
襲
っ
た

深
刻
な
干
ば
つ
へ
の
支
援
と
し
て
、
貯
水
タ

ン
ク
の
購
入
・
設
置
の
た
め
、
２
０
２
０
年

４
月
に
２
０
，
０
０
０
ド
ル
を
寄
付
し
ま
し

た
。
今
般
、
約
１
，
５
０
０
ガ
ロ
ン
の
貯
水

タ
ン
ク
計
14
基
の
設
置
作
業
が
完
了
し
た
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
政
府

は
２
０
２
０
年
４
月
、
州
全
域
に
干
ば
つ
に

関
連
す
る
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し

た
。
こ
の
干
ば
つ
で
チ
ュ
ー
ク
の
島
々
全
体

が
深
刻
な
飲
料
水
不
足
に
陥
り
、
あ
ま
つ
さ

え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
経
済
や
生
活
に

更
な
る
打
撃
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
留
学
生
事
業
で
支
援
し
て

い
る
ザ
ビ
エ
ル
高
校
を
含
む
現
地
の
学
校
は

か
ら
の
支
援
金
は
70
本
の
Ｐ
Ｖ
Ｃ
パ
イ
プ（
４

イ
ン
チ
）
の
購
入
費
用
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

し
た
。着
工
に
お
い
て
は
、エ
ニ
ペ
イ
ン・パ
ー

村
に
居
住
す
る
村
民
が
必
要
な
労
働
力
お
よ

び
人
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
も
Ｍ
Ｃ
Ｔ
を
通
じ
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
所
に
お
い
て
配
水
設
備
等

の
設
置
・
既
存
シ
ス
テ
ム
改
善
の
支
援
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
同
様
に
、
現
地
住
民
の
生
活
に
直
接
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
分
野
の
課
題
解

決
へ
の
手
助
け
と
な
る
と
と
も
に
、
現
地
住

民
が
環
境
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
環
境
問
題
解
決
の
取

り
組
み
へ
さ
ら
な
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

上：老朽化および腐食した金属製のパイプ
下・左：新しく設置された PVC パイプ

現地新聞でも記事が掲載されました。
画像は The Kaselehlie Press（2022 年 4 月 13 日付）

ザビエル高校のチャペル付近に
設置された貯水タンク

April 13 - 26, 2022The
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UN Development Programme

29 March 2022
Pohnpei, FSM – Information and 
Communication Technology (ICT) 
equipment worth US$20,000 was handed 
over to the Pohnpei State Emergency 
Operations Center (EOC) by the UN 
Development Programme (UNDP) on 
Tuesday 29 March 2022, in support of 
Pohnpei State’s capacity in emergency 
communications and operations as well as 
crisis management and coordination. 

The ICT equipment, includes computers, 
monitors, displays, a network switch, 
a server, a printer, a projector, a screen, 
firewalls, security and operating system 
software programs. The equipment is 
needed for emergency response resources 
for EOC, which provides a point of 
centralized control, coordination, and 
direction of emergency operations in the 
capital. 

In Pohnpei, the Governor’s Disaster 
Committee comprised of department 
directors, serves as an advisory body 
to the Governor in the formulation of 
policies and coordination of the disaster 
response efforts, and the Director of 
Public Safety is responsible for supporting 
preparedness and response efforts acting 
as the controller of EOC. The Pohnpei 
COVID-19 Emergency Taskforce which 
has been formed under the framework 
of Governor’s Disaster Committee 
also supports emergency precautionary 
measures and interventions to protect the 
health and safety of the people of Pohnpei 
from COVID-19. 

The ICT equipment provided by UNDP 
was timely and critical for EOC, which 
is serving as a critical place for key staff 

New ICT equipment to support 
Pohnpei State’s Emergency 
Response Capacity

from the relevant departments, offices, 
and agencies to effectively work together, 
share information and decision-making, 
and assist in making the most effective use 
of resources. 

His Excellency Mr. Michigami Hisashi, 
Ambassador Extraordinary and 
Plenipotentiary of Japan to FSM said, 
“I hope the ICT equipment handed over 
today will further strengthen the capacity 
of the Pohnpei State Emergency Operation 
Center, and contribute to the sustainable 
economic and social development of the 
FSM.”

Kevin Petrini, Deputy Resident 
Representative and Country Manager for 
the UNDP Pacific Office in the Federated 
States of Micronesia, in his remarks 
during the handover ceremony, expressed 
his appreciation to the Government 
of Japan for their generous support, 
which enables UNDP to work with the 
Government of FSM on the enhancement 
of the country’s resilience to the impact of 
disasters and climate change, COVID-19 
response and recovery and the Sustainable 
Development Goals (SGDs). 

He further added, “UNDP stands ready 
to provide further support to enable 
the National and State Governments of 
FSM to continue its operation during 
the COVID-19 pandemic and other 
emergencies.”
 
This support has been made possible 
through two UNDP projects funded by the 
Government of Japan: Enhancing Disaster 
and Climate Resilience in the Federated 
States of Micronesia through improved 
Disaster Preparedness and Infrastructure; 
and COVID-19 Response Support in the 
Pacific.

Photo: UNDP/Kevin Petrini

Micronesia Conservation Trust

The Kitti Municipal Government 
(KMG), the Micronesia Conservation 
Trust (MCT), the Association for the 
Promotion of International Cooperation 
(APIC) and community volunteers 
teamed up to rehabilitate the Enipein 
Pah village water system, which was 
build over 30 years ago and had started 
to leak. APIC is a Japanese organization 
that supports sustainable development 
in the Asia-Pacific region and has been 
supporting water security projects 

and scholarships in Micronesia. MCT 
received a grant from APIC to purchase 
water pipes and fittings and the Kitti 
Municipal Government provided the 
technical expertise for the project. Many 
community volunteers showed up to 
provide the needed labor to connect the 
pipes all the way from the dam to the 
water tank which distributes the water 
to the houses in Enipein Pah. KMG, 
MCT and the Enipein Pah community 
are extremely thankful to APIC for their 
generous grant. 

Rehabilitation of the Enipein 
Pah village water system 
completed

Left: 
Pipe before

Right: 
Pipe after

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
２
０
１
９
年
に
発
生
し
た

洪
水
に
よ
り
損
傷
を
受
け
た
既

存
の
水
供
給
シ
ス
テ
ム
の
復
旧

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
老
朽
化
お
よ
び
腐
食
し
た

金
属
製
の
パ
イ
プ
が
、
よ
り
耐

久
性
・
安
全
性
に
優
れ
た
Ｐ
Ｖ

Ｃ
パ
イ
プ
へ
と
置
き
換
え
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

節
水
し
、
近
隣
の
村
に
水
を
分
け
与
え
る
た

め
、学
期
の
短
縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

チ
ュ
ー
ク
の
島
の
住
民
の
生
活
や
健
康
、
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
は
今
回
、
チ
ュ
ー
ク
公
共
事
業
公

社
（Chuuk Public Utilities Corporation

：

Ｃ
Ｐ
Ｕ
Ｃ
）
と
協
力
し
、
チ
ュ
ー
ク
で
今

後
ま
た
自
然
災
害
や
干
ば
つ
が
発
生
し
た

際
に
備
え
て
、
チ
ュ
ー
ク
州
の
州
都
が
あ

り
、
最
も
人
口
が
多
い
ウ
ェ
ノ
島
の
効
果
的

な
場
所
に
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
こ
れ

を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ウ
ェ
ノ
島
全
体
で
14
基

の
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
も
の
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
住
民
約
５
，
０
０
０
人
分
の
飲

料
水
が
確
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
14

基
の
う
ち
、
１
基
は
ザ
ビ
エ
ル
高
校
の
チ
ャ

ペ
ル
付
近
に
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
場

所
に
設
置
す
る
こ
と
で
水
が
衛
生
的
に
保

管
さ
れ
、
必
要
な
時
に
は
近
隣
の
村
に
も

適
切
に
配
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
す
。
他
の
場
所

に
設
置
し
た
際
に
も
同
じ

よ
う
に
管
理
さ
れ
、
ウ
ェ

ノ
島
中
の
主
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
村
の
す
べ
て
に
水

が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
で
す
。
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「ザビエル留学生奨学金」は 2014 年に始まっ

た奨学金制度で、ミクロネシア連邦チューク

州にあるザビエル高校・上智大学・APIC の

三者間の合意に基づき、ザビエル高校から

上智大学への留学生を支援するプログラムで

す。これまでに 10 名の学生が本奨学金制度

によって上智大学に入学し、4 名が卒業しま

した。現在 3 名の学生がキャンパスに通い、

勉学に励んでいます。

「APIC-MCT 留学生奨学制度」は、上智大学・ミク

ロネシア自然保 護 基金（Micronesia Conservation 

Trust：MCT）・APIC の三者間の合意に基づき、ミク

ロネシア 3 カ国からの留学生を受け入れ、上智大学

大学院地球環境学研究科での修士号取得を支援す

るプログラムです。2017 年のプログラム開始以降、

これまで 9 名の大学院生が入学し、6 名が卒業しま

した。現在 3 名の学生がそれぞれの研究テーマを

持ちながら日々、研究に打ち込んでいます。

ザビエル留学生APIC-MCT 留学生
留
学
生
た
ち
が
日
本
へ
到
着

　

新
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
る
渡
航
制
限
の
影

響
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ザ
ビ
エ
ル
留
学

生
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ-

Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
は

日
本
に
入
国
す
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
２
２
年

３
月
頃
に
留
学
生
に
対
す
る
渡
航

制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

同
年
４
月
、
つ
い
に
留
学
生
が
来

日
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回
来
日

し
た
学
生
は
現
在
、
上
智
大
学
お

よ
び
大
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通

い
、
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
在
学
中
の
ザ
ビ
エ
ル
留
学

生
に
つ
い
て
、
ク
ロ
エ
さ
ん
は

２
０
２
０
年
初
め
に
母
国
の
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
へ
一
時
帰
国
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の
渡
航
制
限

に
よ
り
日
本
に
戻
れ
ず
に
い
ま
し

た
が
、
２
年
ぶ
り
に
日
本
に
戻
り
、

４
年
生
の
最
後
の
一
学
期
は
キ
ャ

ン
パ
ス
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

上智大学大学院で 2 年半学んで
いたアネット・ルドウィグさんが
2022 年 3 月に卒業しました。

第 3 期 APIC-MCT 留学生

アネット・ルドウィグ さん
Annette Ludwig

卒
業

The
K a s e l e h l i e  P r e s s

April 13 - 26, 2022
20

Association for Promotion of 
International Cooperation

TOKYO, Japan – Annette Rose 
Ludwig of the Federated States of 
Micronesia recently became the sixth 
Micronesian to earn a MA degree in 
Global Environment Studies from 
Sophia University’s Graduate School 
of Environmental Studies in Tokyo. 
Ludwig, who is from Pohnpei, graduated 
in March. She was a research assistant 
at the Herbarium of the University of 
Guam before she began her graduate 
studies.

Ludwig attended Sophia University, one 
of Japan’s top research universities, on a 
highly competitive full-ride scholarship 
for citizens of the FSM, Palau and the 
Marshall Islands. The scholarship is 
offered by the Micronesia Conservation 
Trust (MCT), Sophia University and 
the Association for Promotion of 
International Cooperation (APIC), a 
private foundation in Tokyo. Ludwig 
is one of nine Micronesians who have 

Pohnpeian earns Graduate Degree at Sophia University in Tokyo

Annette Ludwig enjoys the cherry 
blossom season on the campus of 

Sophia University in Tokyo.

been awarded the scholarship to Sophia 
University. The scholarship supports 
training Micronesians for regional 
environmental leadership roles.

“The Micronesia Conservation Trust 
(MCT), Sophia University, Association 
for the Promotion of International 
Cooperation (APIC) and partners of 
the Micronesia Challenge (MC) are 
extremely proud of Annette,” said 
William Kostka, executive director of 
MCT. Sophia University provides full 
tuition scholarships, while APIC covers 
travel and room and board expenses. 
MCT, through the Bill Raynor 
Micronesia Challenge Scholarship 
Program, covers the cost of internships 
for the scholarship students, which 
includes bringing them back home 
during their breaks to work with their 
host institutions and mentors. This 
allows the students to stay close to their 
local partners, which has resulted in 
100% of the graduates returning to lead 
programs on each of their islands.

Ludwig, who was raised in Fiji, did 
an internship with the Pohnpei State 
Forestry in 2020 while in graduate 
school. During the internship, she was 
able to conduct research that sparked her 
interest in land-use change in Pohnpei. 
Her master’s thesis focused on current 
agricultural practices on Pohnpei and 
the effects of sakau production in 
watershed areas. Sakau is also known 
as kava, ava and yaqona in other parts 
of the Pacific. Ludwig hopes to return 
to Pohnpei to continue working with 
Pohnpei State and the communities with 
their forestry management programs.

While she studied in Tokyo, Ludwig 
was active in the off-campus New Hope 
Christian Fellowship and a Christian 
circle at Sophia University. She was 
also passionate about learning the 
Japanese language. Ludwig joined a 
weekly Japanese course held at APIC’s 
office next to Sophia and studied 
hard to develop her language skills. 
In addition to classroom work, the 
language students participated in trips 

to Mt. Takao near Tokyo as leaves 
were changing colors in Autumn, and 
enjoyed Christmas light displays in the 
popular Shibuya neighborhood.

FSM DHSA Risk Communication 
Committee

March 25, 2022_ Kosrae. You may have 
heard and read stories of people getting 
vaccinated on the road, in the train, 
and at health facilities or temporary 
vaccination sites on land but for Kosrae 
State, they had to take it a notch higher 
to administer Covid19 vaccines, out on 
the open water. Imagine going fishing 
only to get vaccinated instead. That is 
exactly what happened to a couple near 
the village of Walung. On the morning 
of Friday, March 25, 2022, a couple 
going out fishing was chanced upon by 
a team from the Micronesia Red Cross 
Society (MRCS) - Kosrae Chapter 
enroute to conduct a vaccination survey 
in the remote community of Walung. 
The MRCS team was accompanied by 
a small vaccination team to administer 
vaccines in Walung. 

While idling in their own boat near the 
reef, the couple was preparing to throw 
their lines, anticipating in excitement 
for the tensions on their lines as they 
pull in their catches of the day. In that 
moment the boat carrying MRCS 
team and vaccination team pulled up 
next to the couple and asked if they 
were vaccinated. When learning that 
they were not, the team proceeded to 
conduct its awareness and eventual 

Catch of the day: COVID-19 Vaccine

administering of the vaccine. “My wife 
and I had been planning to get our shots 
but somehow haven’t made the time 
to go” shared the fisherman after they 
joyfully received their shots.

After the encounter, the outreach 
team proceeded to Walung, where 
they continued with their survey and 
administering of the vaccines. 

Kosrae is intensifying its vaccination 
efforts including the administering 
of booster shot to its most vulnerable 
population particularly as the FSM 
announced resumption of repatriation 
of citizens and essential workers and the 
eventual easing of border restrictions. 
In a recent press release from the FSM 
PIO, the FSM is targeting a possible 
August 2022 date for reopening of its 
international borders.

Thus, the MRCS supported by UNICEF 
has been conducting rapid surveys 

to understand motivation 
and barriers to COVID19 
vaccination uptake. This survey 
also helps to know people’s 
preferred communication 
channels for receiving critical 
health information. The findings 
from this social data collection 
provide the needed insights 
that effectively shape the risk 
communication, community 

engagement and vaccination service 
delivery strategies in Kosrae. In recent 
times for example, Kosrae State has 
had to adjust its operations including 
taking the vaccinees closer to the 
communities and proactively address 
any misinformation as ongoing survey 
findings indicate high community 
awareness levels about COVID19 
vaccines and willingness to receive 
multiple COVID19 vaccine shots. 
Accessibility and availability of the 
vaccines were the main drivers of the 
plateaued rate of vaccines in recent 
months. Misinformation continues to be 
the main drivers of vaccine hesitancy. 
Public Health teams are now bringing 
the vaccines closer into the community 
and health workers are on site to conduct 
the awareness. 

As of March 19, 2022, FSM 
Immunization Program is reporting 
that 89% of Kosrae 45 years and older 

population is fully vaccinated, 17% 
of which have received their booster 
shot. 77% of the eligible population 
(5 years and older) completed their 
recommended primary doses with less 
than 10% receiving their booster shot. 
Kosrae’s current approach is showing a 
more increased rate of daily COVID-19 
vaccination uptake.  Considering the 
high emigration rate and the current 
deceased, there is also a high probability 
of Kosrae’s real-time coverage to be 
higher. 

Kosrae is encouraging all its citizens, 5 
years and older, to get vaccinated and 
those eligible, to get their booster dose. 
Booster dose increases the protection for 
individuals with diabetes, hypertension 
and other immunocompromised 
conditions against severe-illness, 
hospitalization and death. Kosrae’s 
vaccination campaign is under the 
banner of “Kosrae United Against 
COVID-19”. This outreach is supported 
by Kosrae DHS, Kosrae COVID-19 
Taskforce, MRCS- Kosrae Chapter, 
FSM DHSA, UNICEF and WHO.

It is still unclear if any fish were caught, 
but that lovely couple from Kosrae can 
rest assured they caught their protection 
against COVID-19 instead.

ミクロネシア各地の新聞に、卒業についての記事が掲載されま
した。画像は The Kaselehlie Press（2022 年 4 月 13 日付）

　

Kaselehlie!

（
ポ
ン
ペ
イ
語
で
「
こ
ん
に

ち
は
」）
私
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ-

Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生

の
ア
ネ
ッ
ト
・
ル
ド
ウ
ィ
グ
で
す
。
私
は
学

部
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
外
国
語
の
選
択
科
目
と

し
て
日
本
語
を
選
び
、
自
分
が
日
本
と
そ
の

文
化
へ
の
愛
と
深
い
尊
敬
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
日
本
で
修
士
課
程

に
進
む
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
ま
さ
に

夢
が
叶
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
、
日

本
で
経
験
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
こ
と
の
多

く
は
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
新
し
い
こ

と
を
経
験
し
、
生
涯
の
友
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学

研
究
科
で
の
対
面
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
深
刻
に

な
る
前
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
の
短
期
研
修

に
も
参
加
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
島

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
直
面
す
る
ユ
ニ
ー
ク

か
つ
共
通
の
社
会
経
済
・
環
境
問
題
を
分
析

で
き
た
の
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
勉
強
す
る
こ
と
は
私
が
「
安
全
地

帯
」
か
ら
脱
出
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
厳
し
い
と
き

も
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
と
い
う
美
し
い
街

で
過
ご
し
た
時
間
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
！
中
で
も
特
に
懐
か
し
い
思
い
出
は
、

日
本
語
の
先
生
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
友
人

た
ち
と
高
尾
山
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た

こ
と
で
す
。
ま
た
、
言
葉
の
壁
が
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
国
際
寮
と
、
大
学
や
地
域
の

教
会
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
ク
ラ
ブ
で
交
友

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の

人
々
は
と
て
も
親
切
で
礼
儀
正
し
く
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
指
導
教
員
、
ポ
ン
ペ
イ
州
や
グ
ア
ム

に
い
る
家
族
、
上
智
大
学
の
友
人
た
ち
か
ら

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
今
回
の

こ
と
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
冒
険
で
は
自
分
自
身
の
こ
と
や
、

私
た
ち
が
住
む
こ
の
広
い
世
界
の
こ
と
を

よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
良
い
意

味
で
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
、
上
智
大
学
の
皆
さ
ま
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
が
学
び
を
深
め
、
島
国
の

た
め
に
よ
り
貢
献
で
き
る
よ
う
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、Kalahngan

、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

留
学

生
支

援
事

業

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ポ
ー

ル
さ
ん
は
帰
国
せ
ず
日
本
に
い
た

た
め
、
寮
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら

対
面
で
の
授
業
も
再
開
さ
れ
、
一

足
早
く
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
り
ま
し

た
。
ウ
バ
イ
さ
ん
は
入
学
後
し
ば
ら

く
の
あ
い
だ
休
学
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
４
月
に
復
学
し
ま
し
た
。

今
学
期
か
ら
初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス

で
授
業
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

母
国
パ
ラ
オ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
て
い
た
と
き
よ
り
も

授
業
に
つ
い
て
行
き
や
す
く
、
充

実
感
も
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
在
学
中
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ-

Ｍ

Ｃ
Ｔ
留
学
生
で
あ
る
ダ
ー
ラ
さ
ん
、

ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
、
タ
ラ
さ
ん
も

同
様
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
を

受
け
る
の
は
今
学
期
が
始
め
て
で

す
。
皆
、
よ
う
や
く
実
際
に
日
本

で
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
張
り
切
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

ポール さん ウバイ さん

ダーラ さん

クロエ さん タラ さん
ナターシャ さん
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第
６
期
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ

留
学
生
　
候
補
者
決
定

東
京
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会
に
て
重
家
理
事
長
が
ご
挨
拶

　

２
０
２
２
年
度
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
と

し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
出
身
の
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ュ

リ
ア
さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
さ
ん
は

本
年
９
月
に
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科

に
入
学
し
、
修
士
号
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
５
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
東
京
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
例
会
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
重
家

理
事
長
お
よ
び
荒
木
理
事
・
事
務

局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
例
会

で
は
重
家
理
事
長
が
同
ク
ラ
ブ

に
対
し
、
日
頃
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

「
ザ
ビ
エ
ル
高
校
留
学
生
奨
学
金

制
度
」
に
い
た
だ
い
て
い
る
支
援

へ
感
謝
の
意
を
表
す
る
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
で
は
奨
学
金
制
度

の
説
明
や
、
同
ク
ラ
ブ
が
奨
学
金

の
創
設
当
初
か
ら
継
続
的
な
支

援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
言
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
寄
付

金
の
ほ
か
、
過
去
に
実
施
し
た

「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」
に

ザ
ビ
エ
ル
高
校
か
ら
の
留
学
生

を
招
い
て
い
た
だ
き
、
お
茶
の

お
点
前
を
体
験
す
る
な
ど
日
本

文
化
の
一
端
に
接
す
る
貴
重
な

機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
点
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り

学
生
た
ち
は
こ
の
２
年
間
来
日

で
き
ず
、
海
外
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
授
業
を
受
け
る
と
い
う
状

況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
本

年
４
月
上
旬
、
よ
う
や
く
来
日

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

数
名
が
上
智
大
学
の
学
生
寮
に

入
寮
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生

活
を
始
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
も
説
明
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
同
奨
学
金
制
度
で
卒
業
し

た
学
生
た
ち
の
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
次
世

代
を
担
う
若
者
が
日
本
で
の
留

学
経
験
を
通
じ
、
日
本
と
の
絆

を
引
き
続
き
強
く
持
っ
て
も
ら

う
よ
う
期
待
し
つ
つ
、
本
奨
学

金
制
度
の
一
層
の
充
実
に
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。

ご寄付のお願い

「ザビエル高校留学生奨学金制度」は、上智
大学の留学生基金のほか、皆様の APIC への
ご寄付により、2022 年 7 月現在、総額約 9,108
万円をお預かりいたしました。皆様のおかげ
で、留学生たちは上智大学で充実した生活を
送っています。皆様に御礼申し上げますとと
もに、本留学生奨学金制度への更なるご支援
をお願いいたします。

対　象 ザビエル高校卒業生（毎年１～ 2 名入学）

留学先 上智大学国際教養学部 / 理工学部英語コース /
 Sophia Program for Sustainable Futures (SPSF)

奨学金 卒業までの４年間の奨学金を授与

振込先 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
※振込手数料はご負担をお願いしております。

留学生を中・長期的に受け入れるためには、それにかかわる渡航費、入学金、授業料、生活費等と
かなりの額にのぼることが見込まれます。皆様からのご協力をお願い申し上げます。

●ザビエル高校（Xavier High School）とは

1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス会によって設立されました。4 年制の男女共学で、生徒の数は約 150 名です。
北太平洋地域で最も著名な高校で、ミクロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マーシャル諸島共和国などからも生徒が集います。
生徒の学業水準はこの地域において最高水準であり、過去の卒業生には、モリ元大統領やクリスチャン元大統領をはじめ、この地域の
政界・経済界のリーダーを輩出しています。

Photo courtesy Floyd K. Takeuchi / Waka Photos

ノーヴァー・ジュリア さん
Nover Juria



10 9APIC No.14 ・ July 2022APIC No.14 ・ July 2022

島
根
県
海
士
町
で
国
際
講
座
「
夢
ゼ
ミ
」
第
２
回
開
講

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会

　

毎
月
１
回
（
８
月
以
外
）
開
催
さ
れ
る
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
で
は
、
外

務
省
幹
部
、
在
外
大
使
な
ど
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
時
局
の
外
交
課
題
や
激
動
す
る

国
際
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
現
職
の
外
務
事
務
次
官
や
外
務
省
局
長
、

一
時
帰
国
中
や
退
官
直
後
の
大
使
か
ら
、
い

ま
実
際
に
進
行
中
の
国
際
情
勢
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
質
の
高
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

機
会
と
し
て
、
参
加
者
か
ら
の
評
価
は
極
め

て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
鑑

み
、
昨
年
５
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配

信
も
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
感
染
状
況

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
み
も
し
く
は

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
に
切
り
替
え

な
が
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
講
演

会
当
日
は
入
館
時
の
検
温
、
手
指
消
毒
、
飲

食
時
を
除
き
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避
と
身

体
的
距
離
を
取
っ
た
着
席
と
し
、
講
師
席
に

は
飛
沫
感
染
防
止
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
す

る
な
ど
、
感
染
防
止
の
た
め
の
万
全
の
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
維
持
会
員
の
皆
様

　

２
０
２
１
年
12
月
７
日
及
び
８
日
、
島
根

県
海
士
町
「
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
、
県
立
隠
岐
島
前
高
校
生
徒
を
対
象
に
、

国
際
講
座
「
夢
ゼ
ミ
」
と
「
地
域
国
際
交
流

部
」
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
常
務
理
事
の
佐
藤
昭
治
・
元
駐
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
大
使
（
上
智
大
学
客
員
教
授
兼

任
）。
両
講
座
に
は
そ
れ
ぞ
れ
島
前
高
校
生

10
数
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
海

士
町
と
の
間
に
は
国
際
文
化
交
流
面
で
の
相

互
協
力
を
謳
っ
た
包
括
的
連
携
協
定
（
Ｍ
ｏ

Ｕ
）
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
講

座
に
つ
い
て
は
、
海
士
町
の
青
年
の
国
際
化

を
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
力
の
一
環

で
し
た
。

　

７
日
の
「
夢
ゼ
ミ
」
で
は
、
講
師
か
ら
、

① 

国
際
協
力
の
現
実
、
② 

外
交
官
と
し
て

（
講
師
の
外
交
官
の
経
験
か
ら
）、
③ 

ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
と
「
人
間
の
安
全
保
障
」、

④ 

歴
史
を
勉
強
す
る
、
の
項
目
に
沿
っ
て
、

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
で

は
、
と
く
に
８
月
に
米
軍
が
撤
退
し
、
タ
リ

バ
ン
政
権
が
成
立
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

お
い
て
、
隣
国
に
避
難
し
て
い
る
数
百
万
人

の
難
民
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で
移
動
し

て
い
る
国
内
避
難
民
の
生
活
の
実
情
に
つ
き

解
説
、「
持
続
可
能
な
開
発
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

や
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
生
徒
の
多
く
は
、
難
民
・
国
内
避
難
民

の
壮
絶
な
生
活
を
知
っ
て
、
衝
撃
を
受
け
た

よ
う
で
す
。

　

８
日
の
「
地
域
国
際
交
流
部
」
の
講
座
に

つ
い
て
は
、
生
徒
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま
で
半

年
以
上
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
学
習
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
予
め
26
の
質
問
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
① 
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
国
際
関
係
に
関
す
る
質
問
、
② 

駐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
大
使
の
経
験
や
人
生
に
関

す
る
質
問
・
高
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
③ 

海
士
町
や
島
前
高
校
生
の
活
動
に
関
す
る
質

問
で
し
た
。
講
師
の
説
明
に
対
し
て
、
生
徒

側
か
ら
は
さ
ら
に
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
ゼ
ミ
」
の
第
１
回
は
２
０
２
０
年
11

月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

●隠岐國学習センターとは
　隠岐島前高校と連携した公立塾。幅広い学
力層の生徒の学習をサポートし、進路実現を
支援するために設立された。「グローカル人材
の育成」という島前高校と共通の目標を掲げ、
ひとりひとりの進路実現を支援している。

●夢ゼミとは
　隠岐國学習センターのカリキュラムのうち
の一つ。対話や実践を通して自分の興味や夢
を明確にしていくための授業。

※隠岐國学習センター公式ウェブサイト

（http://okilc.dozen.ed.jp/）より引用

講師・演題一覧（2022 年 1 月～ 6 月実施分）

に
は
自
動
的
に
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
非
会
員

で
参
加
を
ご
希
望
の
方
に
も
ご
案
内
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

誌
裏
表
紙
に
記
載
し
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務

局
の
連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
が
悪
化
し

た
た
め
中
断
、
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
解
除
さ
れ
て
再
開
さ
れ
た

も
の
で
す
。

【第 380 回早朝国際情勢講演会】
令和 4 年 1 月 20 日（木）
講師：外務事務次官　森 健良 氏
演題：「2022 年の日本外交 ー課題と展望ー」

【第 381 回早朝国際情勢講演会】
令和 4 年 2 月 17 日（木）
講師：元内閣官房副長官補　兼原 信克 氏
演題：「科学技術政策・産業技術政策と安全保障政策」

【第 382 回早朝国際情勢講演会】
令和 4 年 3 月 17 日（木）
講師：前駐ブラジル連邦共和国特命全権大使　山田 彰 氏
演題：「ブラジル勤務を顧みて ー最近の伯情勢と日伯関係ー」

【第 383 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 4 年 4 月 21 日（木）
講師：外務省アジア大洋州局長　船越 健裕 氏
演題：「北東アジア情勢と日本外交」

【第 384 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 4 年 5 月 20 日（金）
講師：前ドイツ連邦共和国特命全権大使　八木 毅 氏
演題：「ドイツ情勢（ウクライナ情勢への対応を含む）と日独関係」

【第 385 回早朝国際情勢講演会】
日時：令和 4 年 6 月 16 日（木）
講師：前ウクライナ特命全権大使　倉井 高志 氏
演題：「ウクライナ情勢と日本にとっての意味」

講演会事業

講
演
会
事
業
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APIC ウェブサイトでは、八田善明 在ハイチ日本国大使（当時）寄稿の連続コラム「ハイチ便り」を配信しております。日本で知られる
ことの少ないハイチ共和国の政治、社会、文化などについての情報を発信し、日・ハイチ関係の増進を目指します。本誌では第 8 回「ハ
イチ便り」の内容を掲載しています（2018 年時点での執筆記事）。その他の「ハイチ便り」については、APIC ウェブサイトをご覧ください。

ハイチ便り

て
の
理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
ハ
イ
チ
に
お

け
る
宗
教
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
な
宗
教
論
や
政
治
面
に
立
ち
入

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
市
民
の
生
活

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
特
色
と
な
る
範
囲
に

と
ど
め
て
お
き
ま
す
。

■ 

ハ
イ
チ
に
お
け
る
宗
教

（
ハ
イ
チ
に
お
け
る
宗
教
事
情
）

　

現
在
の
ハ
イ
チ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
カ

ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
が
広
く
日

常
に
浸
透
し
、
敬
虔
な
信
者
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
週
末
に
は
教
会
前
に
多
く
の
人
々
が

集
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
し
、
洋

装
で
正
装
し
て
の
教
会
で
の
結
婚
式
や
葬
式

等
も
良
く
見
か
け
ま
す
。

　

同
時
に
ア
フ
リ
カ
の
祖
先
か
ら
の
流
れ
を

汲
む
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
も
様
々
な
形
で
広
く
根

付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
イ
ス
ラ
ム
教

や
そ
の
他
の
宗
教
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
割

合
は
緩
や
か
に
増
え
つ
つ
も
限
定
的
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

諸
説
あ
り
正
確
か
は
別
と
し
て
、カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
は
ハ
イ
チ
の
全
人
口
に
対
し
て
50
％

以
上
（
～
80
％
ま
で
諸
説
あ
り
）、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
は
30
％
弱
前
後
で
推
移
し
て
い
る
と

今
回
は
、
ハ
イ
チ
の
歴
史
的
・
文

化
的
・
社
会
的
な
側
面
に
つ
い

ハイチ

寄稿：在ハイチ日本国大使（当時）　八田　善明

ハイチの文化的特色　- その 3-

～ハイチにおける宗教（キリスト教やヴードゥー教）について～

第 8 回「ハイチ便り」

言
わ
れ
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
は
、
そ
れ
だ
け
を

信
仰
す
る
人
は
少
な
い
と
し
つ
つ
も
、
カ
ト

リ
ッ
ク
を
信
仰
し
な
が
ら
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
も

生
活
の
一
部
と
し
て
い
る
人
々
も
大
勢
い
る

と
い
う
の
が
特
徴
的
な
よ
う
で
す
。

（
歴
史
的
推
移
）

　

歴
史
的
経
緯
に
お
い
て
、
ハ
イ
チ
に
お
け

る
幾
つ
か
の
宗
教
で
は
、
必
ず
し
も
平
和
的

に
併
存
し
て
い
た
わ
け
で
は
無
い
、
紆
余
曲

折
を
経
た
時
代
を
経
験
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

大
雑
把
に
な
り
ま
す
が
、
独
立
前
の
時
代

は
、
タ
イ
ノ
族
等
の
信
仰
し
か
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
上
陸
し
た
欧
州
人
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ

ク
の
持
ち
込
み
と
布
教
、
タ
イ
ノ
等
先
住
民

族
の
絶
滅
と
ア
フ
リ
カ
系
民
族
と
共
に
持
ち

込
ま
れ
た
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
（
民
間
信
仰
）
の

増
加
（
ア
フ
リ
カ
系
人
口
増
加
に
比
例
）
と

維
持
、
独
立
後
は
、
優
遇
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ

ク
と
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
せ
め
ぎ
合
い
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
上
陸
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ハ
イ

チ
に
お
け
る
地
位
確
立
（
１
８
６
０
年
）、
カ

ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
へ
の
圧
力

（
幾
度
と
あ
る
模
様
で
す
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
に

よ
る
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
容
認
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
反
目
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー

教
が
民
間
信
仰
か
ら
「
宗
教
」
と
し
て
認
知

へ
（
２
０
０
３
年
）
と
い
っ
た
経
緯
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

コロンブスのサンタマリア号の錨　
MUPANAH 博物館に所蔵・展示

こ
の
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
大
司

教
・
司
教
の
任
命
権
は
ハ
イ
チ
大
統
領
に
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
実
際
に
実
施

し
た
の
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
デ
ュ
バ
リ
エ
大
統

領
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
息
子
で
あ
り
同
じ
く
大
統
領
に
な
っ
た

ジ
ャ
ン
・
ク
ロ
ー
ド
・
デ
ュ
バ
リ
エ
大
統
領

は
、
同
特
権
を
放
棄
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
法
王（
教
皇
）は
、

１
９
８
３
年
３
月
29
日
に
ハ
イ
チ
を
訪
問
し

た
際
に
、
大
司
教
・
司
教
の
任
命
権
が
ロ
ー

マ
法
王
（
教
皇
）
に
戻
っ
た
こ
と
を
同
ス
ピ
ー

チ
で
触
れ
、
後
の
１
９
８
４
年
８
月
８
日
の

バ
チ
カ
ン
と
ハ
イ
チ
間
の
「
協
定
」
に
よ
っ

て
明
文
に
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
法
王
の
訪
問
時
に
開
催
さ
れ
て
い

た
ユ
ー
カ
リ
ス
ト（「
聖
体
の
秘
跡
」）に
際
し
、

「
こ
こ
は
、
何
か
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
そ
の
後
の
ハ
イ
チ
に
大
き
く

影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
常
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
）

　

歴
史
と
慣
行
も
あ
っ
て
、
今
現
在
も
引
き

続
き
、
大
統
領
ほ
か
が
参
加
す
る
、
独
立
・

建
国
等
の
関
連
重
要
記
念
日
等
に
お
け
る
正

式
行
事
は
、
正
式
の
ミ
サ
（
テ
・
デ
ウ
ム
：

Te D
eum

）
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
執
り
行

い
、
そ
の
上
で
式
典
に
臨
み
ま
す
。

　

ま
た
、
各
国
の
外
交
使
節
か
ら
な
る
外
交

団
の
長
は
、
着
任
順
に
最
古
参
の
大
使
が
務

め
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
中
南
米
諸
国
等

で
多
く
見
ら
れ
る
と
お
り
、
ロ
ー
マ
法
王
庁

（
教
皇
）
大
使
（N

once Apostolique

）
が

外
交
団
長
（D

oyen

）
を
自
動
的
に
務
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
モ
イ
ー
ズ
大
統
領
※
は
、
外
遊

先
の
一
つ
と
し
て
バ
チ
カ
ン
へ
行
き
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
法
王
（
教
皇
）
と
会
見
し
て
お
り
、

同
関
係
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
の
農
村
等
で
新
し
い
保
健
所

や
学
校
等
が
落
成
す
れ
ば
、
神
父
（
や
牧
師
）

が
参
列
し
、
冒
頭
に
祈
り
を
捧
げ
て
か
ら
開

所
式
等
に
臨
む
こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

校
舎
等
の
建
物
の
開
所
式
で
あ
れ
ば
、
建
物

を
聖
水
で
清
め
る
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
場

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
３
年

の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
ロ
ー
マ
法
王（
教
皇
）

の
ハ
イ
チ
訪
問
の
際
に
、
ス
ピ
ー
チ
の
冒
頭

に
「
ハ
イ
チ
の
地
に
十
字
架
が
置
か
れ
て
約

５
０
０
年
に
な
り
ま
す
…
」
と
触
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
ハ
イ
チ
と
し
て
独
立
し
て
以
降
に

つ
い
て
は
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
に
よ
り
独
立
を

勝
ち
取
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
欧

米
と
肩
を
並
べ
、
ま
た
教
育
水
準
を
確
保
す

る
意
味
も
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
権

力
に
あ
る
側
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関
係
を
重

視
し
ま
し
た
（
１
８
０
５
年
憲
法
で
は
、
宗

教
的
な
中
立
が
規
定
さ
れ
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の

言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
８
０
７

年
憲
法
以
降
、カ
ト
リ
ッ
ク
・
使
徒
教
会
・
ロ
ー

マ
教
会
の
み
が
政
府
に
よ
っ
て
「
宗
教
」
と

し
て
公
認
さ
れ
、
そ
の
他
は
容
認
さ
れ
る
と

さ
れ
優
遇
が
示
さ
れ
ま
し
た
）。

　

１
８
１
８
年
に
大
統
領
に
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・

ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ワ
イ
エ
は
、
当
時
分
か
れ
て

い
た
南
北
ハ
イ
チ
を
統
合
し
た
だ
け
で
な
く
、

ス
ペ
イ
ン
領
（
現
在
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
）

ま
で
も
統
合
し
、
当
時
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
に

あ
っ
た
大
司
教
区
の
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
へ

の
移
転
等
を
要
請
し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
動
き
を
は
じ
め
、
ハ
イ
チ
に
お
け

る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ボ
ワ

イ
エ
大
統
領
の
立
場
を
警
戒
し
た
大
司
教
側

に
よ
る
ハ
イ
チ
の
独
立
承
認
が
行
わ
れ
る
と

い
う
重
要
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
か
ら
の
独
立
承
認
は
、
賠
償
金
等
と
の

引
き
替
え
に
１
８
２
５
年
（
完
全
に
認
め
た

の
は
１
９
３
８
年
）
に
な
ん
と
か
得
ら
れ
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
他
に
承
認
国
が
な
い
中
、

バ
チ
カ
ン
が
最
初
の
承
認
国
と
な
っ
た
こ
と

は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

（
米
国
の
ハ
イ
チ
独
立
承
認
は
、
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
の
下
の
１
８
６
２
年
で
し
た
）。

　

そ
の
後
、
ロ
ー
マ
法
王
（
教
皇
）
と
の
間

に
お
い
て
正
式
に
関
係
を
規
律
す
る
「
コ
ン

コ
ル
ダ
ー
ト
（
政
教
条
約
）」
自
体
は
、
ピ
ウ

ス
10
世
（PIE X

）
法
王
（
教
皇
）
と
ジ
ェ

フ
ラ
ー
ル
（Fabre G

EFFRARD

）
ハ
イ
チ

大
統
領
と
の
間
で
成
立
し
た
１
８
６
０
年
３

月
28
日
ま
で
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
関
係
法
令
と
宗
務
省
）

　

ハ
イ
チ
で
は
、
現
憲
法
上
、
信
仰
・
宗
教

の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
２
０
１
２
年

憲
法
第
30
条
）
ほ
か
、
宗
教
関
係
の
法
律
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
監
督
官
庁
と

し
て
宗
務
省
が
置
か
れ
、
宗
教
法
人
と
し
て

の
登
録
等
を
担
っ
て
い
ま
す
。
１
９
２
４
年

５
月
30
日
施
行
の
法
律
に
よ
り
宗
務
省
が
規

定
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
法
務
省
や
教
育
省

の
所
管
と
さ
れ
た
時
期
を
経
て
、
１
９
８
７

年
憲
法
下
に
お
い
て
宗
務
省
設
置
法
が
施
行

さ
れ
、
現
在
は
外
務
・
宗
務
省
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■ 

キ
リ
ス
ト
教

（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

　

キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
は
15
世

紀
以
降
の
入
植
期
に
欧
州
人
（
当
初
ス
ペ
イ

ン
人
、
後
フ
ラ
ン
ス
人
等
）
が
持
ち
込
ん
だ

の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
具
体
的

に
は
、
１
４
９
２
年
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
発

見
時
（
12
月
６
日
に
モ
ル
・
サ
ン
ニ
コ
ラ

（M
ôle Saint N

icholas

）
に
上
陸
（
上
陸

し
た
日
が
サ
ン
・
ニ
コ
ラ
祭
の
日
で
あ
っ
た

た
め
命
名
）、
翌
７
日
）
に
上
陸
し
た
の
が

ム
ス
テ
ィ
ー
ク
湾
（
入
り
江
：la Baie-des-

M
oustiques

）
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
同

地
に
大
き
な
十
字
架
を
建
て
た
と
言
わ
れ
て

※ APIC 注：モイーズ大統領は 2021 年 7 月に発生した暗殺事件により死去。

か
ら
の
反
発
が

あ
り
、
以
降
幾

度
と
な
く
ロ
ー

マ
教
会
と
の
間

で
両
者
に
つ
い

て
の
調
整
を
試

み
ま
し
た
が
な

か
な
か
纏
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も

１
８
２
４
年
に

は
、
バ
チ
カ
ン
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面
で
市
民
の
生
活
に
近
い
こ
と
が
見
て
取
れ

ま
す
。

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）

　

カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
、
後
発
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
は
１
８
１
６
年
に
ハ
イ
チ
に
布
教

の
た
め
上
陸
し
ま
し
た
（
２
０
１
６
年
に

２
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
）。
ク
エ
ー
カ
ー

教
徒
のEtienne de G

rellet du M
obilier

（Stephen G
rellet

）
とJohn H

ancock

が

レ
・
カ
イ
に
上
陸
し
た
の
が
最
初
で
す
。
後

に
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
で
ペ
シ
オ
ン
大
統
領

に
謁
見
し
た
際
に
、
３
つ
の
条
件
が
課
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
３
つ
と
は
、
最
初
の
宣

教
師
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
政
治
に
関
わ
っ
て

は
な
ら
な
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
教

育
に
勤
し
む
べ
し
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
現
在
ハ
イ
チ
の
小

学
校
の
約
19
％
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
、
対

し
て
約
10
％
が
カ
ト
リ
ッ
ク
系
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
も
多
く
の
宗
派
が
あ

り
ま
す
が
、
ハ
イ
チ
に
お
け
る
布
教
で
の
特

徴
と
し
て
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
語
を
中
心
に
布

教
活
動
を
行
い
、
ま
た
多
く
の
ラ
ジ
オ
局
を

積
極
的
に
活
用
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

■ 
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教

　

ハ
イ
チ
に
は
、
独
自
の
宗
教
で
あ
る

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
（Vodou, Voodoo

（
英
）、

Vaudou

（
仏
））
が
あ
り
ま
す
。
ヴ
ー
ド
ゥ
ー

教
は
、
必
ず
し
も
ハ
イ
チ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
の
人
々
の
祖
先
に
当
た
る
ダ
オ
メ（
現

ベ
ナ
ン
）、
ト
ー
ゴ
や
コ
ン
ゴ
等
に
お
け
る
も

の
、
そ
し
て
派
生
し
た
米
国
の
ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
等
に
お
け
る
も
の
等
も
あ
り
ま
す
が
、

ハ
イ
チ
に
お
け
る
特
徴
的
な
要
素
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。「
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
」
の
語
源
自
体
は
、
ダ
オ
メ
王
国
の

フ
ォ
ン
族
のVodun

（
精
霊
・
神
）
か
ら
来

て
い
る
と
言
わ
れ
、
２
０
０
年
以
上
前
に
ア

フ
リ
カ
か
ら
ハ
イ
チ
の
地
に
人
々
と
共
に
持

ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
な
お
、
当
時
は
ば
ら
ば

ら
で
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
の
信
仰
が

次
第
に
合
流
し
、
ま
た
、
当
時
の
先
住
民
で

あ
る
タ
イ
ノ
族
等
の
信
仰
・
習
慣
も
合
わ
さ

り
、
そ
し
て
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
主
流
の
時
代

に
そ
れ
ら
の
要
素
も
多
く
統
合
（
習
合
と
表

現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
し
な
が
ら
独
自
の

ハ
イ
チ
・
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
を
作
り
上
げ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
く
日
本
の
我
々
か
ら
す
れ
ば
、
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
教
と
い
う
言
葉
自
体
は
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
呪
術

的
な
イ
メ
ー
ジ
止
ま
り
の
こ
と
も
多
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
米
国
に
よ
る
ハ

イ
チ
統
治
期
間
以
降
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
に
つ
い
て

の
紹
介
が
増
加
し
、
併
せ
て
ゾ
ン
ビ
や
呪
術

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
り
、次
第
に「
ゾ
ン
ビ
」

が
一
人
歩
き
し
て
小
説
や
映
画
で
活
躍
す
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

有
名
な
０
０
７
の
映
画
「
死
ぬ
の
は
奴
ら
だ
」

（
１
９
７
３
年
）
で
も
か
な
り
カ
リ
カ
チ
ュ
ア

さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
登
場
す
る
く
ら
い
な
の

で
、
そ
う
し
た
魔
術
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
が

る
時
代
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
感
が
拭

え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
何
処
で
信
仰
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
だ
実
践
さ
れ
て
い

る
の
か
等
は
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
し
、
ハ
イ
チ
と
結
び
つ
く
人
も
多
く

は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
イ
チ
で
は
、
そ
の
独
立
の
た
め
に
当
時

蜂
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
が
、
１
７
９
１

年
８
月
14
日
に「
カ
イ
マ
ン
の
森
」に
集
結
し
、

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
儀
式
を
執
り
行
い
独
立
の

達
成
を
誓
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

（Cérém
onie du Bois-Caim

an

）。
ま
た
、

こ
の
求
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
が
ウ
ン
ガ
ン

（
神
官
・
祈
祷
師
・
司
祭
等
と
訳
さ
れ
る
）
の

ブ
ー
ク
マ
ン
（Boukm

an

）
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
承
も
あ
っ
て
、
ハ

イ
チ
人
に
と
っ
て
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
は
一
つ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
拠
り
所
と
見

ら
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
独
立
前
も
独

立
の
後
も
、
厳
し
い
生
活
環
境
下
で
、
そ
し

て
社
会
環
境
下
で
拠
り
所
と
な
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
独
立
前
後
ま
で
遡
っ
て
、

１
８
０
１
年
憲
法
、
１
８
０
４
年
憲
法
等
を

見
て
も
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
は
正
式
な
位
置
づ

け
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
か
な
り
時
代
が
下
っ
た

１
９
７
０
年
代
に
、
独
裁
者
と
し
て
有
名
な

父
子
デ
ュ
バ
リ
エ
大
統
領
時
代
に
は
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
教
が
政
治
的
に
利
用
（
悪
用
）
さ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
３
５
年
９
月
５
日
の
法
令
で

は
、
迷
信
的
な
実
践
（
事
実
上
ヴ
ー
ド
ゥ
ー

教
を
指
し
て
い
ま
す
）
を
禁
止
し
、
反
し
た

者
を
処
罰
し
、
関
連
の
も
の
を
没
収
す
る
と

い
う
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、こ
の
よ
う
に
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
の
歴
史
自
体
も
厳
し
い
苦
難
と
共
に

あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
１
９
８
７
年
憲
法
第

２
９
７
条
で
は
、
上
述
の
１
９
３
５
年
の
法

令
を
廃
止
す
る
と
し
た
の
で
、
事
実
上
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
教
を
禁
止
す
る
法
令
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
、
ア
リ
ス
テ
ィ

ド
大
統
領
が
発
出
し
た
大
統
領
令
に
よ
り
、

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
は
「
宗
教
」
と
し
て
の
ス
テ
ー

タ
ス
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
大
統
領
令
第

２
条
に
よ
り
、
全
て
の
最
高
指
導
者
、
寺
院
・

聖
地
の
責
任
者
、
機
関
・
組
織
の
代
表
は
宗

務
省
に
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、同
５
条
に
お
い
て
は
、

民
事
裁
判
所
に
お
け
る
宣
誓
を
行
っ
た
最
高

指
導
者
、寺
院
及
び
聖
地
の
責
任
者
は
、洗
礼
・

婚
姻
・
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
大
統
領
令
の
前
文

に
お
い
て
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
に
つ
い
て
、
祖
先

の
宗
教
で
あ
り
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

基
本
的
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
２
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、

１
９
８
７
年
憲
法
の
２
９
７
条
は
廃
止
さ
れ
、

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
関
係
者
か
ら
は
、ヴ
ー
ド
ゥ
ー

教
へ
の
憲
法
上
の
保
護
の
後
退
だ
と
批
判
さ

れ
ま
し
た
。

（
最
高
指
導
者
）

　

２
０
１
５
年
９
月
に
は
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
最

高
指
導
者
（
ア
テ
ィ
）
の
ボ
ー
ボ
ワ
（M

ax 

BEAU
VO

IR

）
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
継

を
決
め
る
べ
く
暫
定
最
高
指
導
者
（
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
・
サ
ン
＝
ク
ル
ー
（Auguste St 

CLO
U

S

／
後
に
王
を
名
乗
り
ま
す
））
が
指

名
さ
れ
、
そ
の
後KN

VA (Konfederasyon 

N
syonal Vodouyizan Ayisyen: 

ハ
イ
チ
・

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
連
合
）
に
よ
る
選
挙
で
ジ
ョ

ゼ
フ
・
フ
リ
ッ
ツ
ナ
ー
・
コ
マ
（Joseph 

Fritzner CO
M

AS

）
氏
が
ア
テ
ィ
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
に
選
出
さ
れ
、
現
状
は
指
導
者
が
併
存

し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
模
様
で
す
。

（
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
）

　

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
は
、
組
織
的
な
見
方
を
し

た
場
合
、
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
面
が
あ
り
ま

す
。
厳
格
な
指
名
／
任
命
に
よ
る
絶
対
的
な

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

神
官
へ
の
就
任
に
つ
い
て
も
フ
レ
キ
シ
ビ
リ

テ
ィ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
も
そ
も
聖
書
や

コ
ー
ラ
ン
等
に
あ
た
る
厳
密
な
書
・
聖
典
は

な
く
、
自
然
の
真
理
に
聞
く
と
い
う
泰
然
と

し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

と
は
言
い
つ
つ
も
、
最
高
指
導
者
は
存
在
し
、

ア
テ
ィ
（
ラ
テ
ィ
）（Ati

：L'Ati

）
と
呼
ば

れ
ま
す
（
王
（Roi

）
や
皇
帝
（Em

pereur

）

を
い
た
だ
い
て
い
る
別
組
織
も
あ
り
、
併
存

し
て
い
る
状
況
で
す
）。

　

口
頭
で
多
く
を
伝
承
し
て
き
た
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
教
は
、
信
仰
を
要
素
と
し
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
生
活
で
あ
り
、
文
化
で
あ
る
と

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
法
の
整
備

が
な
さ
れ
て
い
な
い
社
会
に
お
い
て
、
時
に

紛
争
・
い
ざ
こ
ざ
の
調
停
の
役
割
を
果
た
し
、

知
恵
を
授
け
、
病
気
に
対
し
て
は
薬
草
を
煎

じ
て
与
え
、
心
身
の
回
復
を
も
た
ら
す
機
能

を
担
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
開
放

的
な
面
も
信
条
と
し
て
お
り
、
男
女
差
な
く
、

色
々
な
意
味
に
お
い
て
同
性
愛
も
広
く
受
け

入
れ
て
、
居
場
所
を
与
え
て
き
た
と
も
言
わ

れ
ま
す
。

　

自
然
と
祖
先
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ら
と
不

可
分
な
精
霊
を
敬
う
、
そ
れ
ら
の
精
霊
と
交

信
し
安
堵
を
得
よ
う
と
す
る
信
仰
の
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
森
を
大
事
に
し
て
お
り
、

ハ
イ
チ
の
現
状
（
自
然
の
破
壊
が
進
ん
で
い

る
）
を
嘆
き
、
森
を
再
興
し
、
大
事
な
薬
草

を
維
持
・
保
護
し
た
い
と
も
言
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
で
祭
祀
を
司
る

男
性
の
神
官
（
祈
祷
師
・
司
祭
）
は
ウ
ン

ガ
ン
（H

oungan

）、
女
性
の
場
合
は
マ
ン

ボ
（M

am
bo

）
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ら
を
補

佐
す
る
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
ソ
シ
エ
テ

（Société

）
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

祭
祀
を
通
じ
て
、
ウ
ン
ガ
ン
（
マ
ン
ボ
）
を

い
た
だ
く
ソ
シ
エ
テ
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
、

祭
祀
へ
招
待
さ
れ
る
側
の
ソ
シ
エ
テ
は
、
ホ

ス
ト
側
の
ソ
シ
エ
テ
の
し
き
た
り
や
ウ
ン
ガ

ン
に
よ
る
決
ま
り
を
尊
重
す
る
と
い
う
暗
黙

の
ル
ー
ル
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

機
能
的
に
ソ
シ
エ
テ
に
横
断
的
に
関
わ
る
別

の
組
織
体
（
オ
ー
ガ
ニ
ザ
シ
オ
ン
）
が
構
成

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ウ
ン
ガ
ン
は
、
社
会
的
な
役
割
、
文
化
的

な
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
神
官
と
し
て
、

合
計
４
０
１
の
ロ
ワ
（
精
霊
：Lw

a

）
と
の

祭
祀
・
儀
式
を
執
り
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伺
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
団

体
も
、
今
後
総
本
山
た
る
バ
ッ
ジ
（Badji

：

聖
堂
）
や
王
国
等
を
構
築
し
、
基
盤
を
固
め

て
歴
史
か
ら
教
育
ま
で
一
通
り
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

独立記念日ミサでの踊り披露
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ハイチ便り
（
精
霊
（
ロ
ワ:Lw

a

）
に
つ
い
て
）

　

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
で
は
、
神
と
は
言
わ
ず
に
精

霊
（spirit
）
に
近
い
概
念
と
し
て
ロ
ワ
が
中

心
に
あ
り
ま
す
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
多

く
の
場
合
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
人
等

と
対
応
す
る
関
係
に
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
は
歴
史
的
な
過
程
で
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
を
温

存
す
る
知
恵
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

極
一
部
の
ロ
ワ
に
つ
い
て
（
簡
単
に
）
見

て
み
ま
す
と
、
先
ず
そ
の
出
身
地
等
に
よ
り

大
き
く
別
れ
、【
ラ
ダ
（Rada

）】
ア
フ
リ

カ
・
ダ
オ
メ
王
国
等
由
来
の
ロ
ワ
、【
コ
ン
ゴ

（Kongo

）】
コ
ン
ゴ
由
来
の
ロ
ワ
、【
ペ
ト
ロ

（Petro

）】
最
も
新
し
い
ハ
イ
チ
で
加
わ
っ
た

ロ
ワ
の
３
系
統
が
あ
る
み
た
い
で
す
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
ロ
ワ
と
呼
ば
れ

る
精
霊
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
（
例
え

が
良
い
か
は
別
と
し
て
）
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

神
々
の
よ
う
に
性
格
や
好
み
等
の
人
格
（
嫉

妬
深
い
、
怒
り
や
す
い
、
悲
し
み
を
た
た
え

て
い
る
等
）
を
有
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
お

り
、
供
え
物
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ワ
に
応
じ
た

も
の
を
捧
げ
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
る
模
様

で
す
。

　

例
え
ば
、ラ
ダ
系
で
は
、レ
グ
バ
（Legba

）

を
交
差
点
の
守
護
神
と
し
て
、
精
霊
の
世
界

と
人
間
の
世
界
の
間
を
取
り
持
ち
、カ
ト
リ
ッ

ク
の
聖
ペ
ト
ロ
（Saint-Pierre

）
に
相
当
し
、

歳
を
と
っ
た
男
性
で
右
手
に
鍵
、
左
手
に
本

を
持
つ
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ
グ
バ
は
、

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
の
祭
祀
に
当
た
り
、
精
霊
の
世

界
と
人
間
界
の
扉
を
開
け
る
た
め
、
最
初
に

呼
び
出
さ
れ
る
ロ
ワ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
精
霊
の
代
表
格
に
は
、
エ
ズ
リ
（
エ
ル

ズ
リ
）・
フ
レ
ダ
（Elzulie Freda

）
と
い
う

愛
・
美
・
宝
石
等
を
象
徴
す
る
女
性
の
精
霊

が
あ
り
ま
す
。
ラ
・
シ
レ
ン
（La Silene

）

は
サ
イ
レ
ン
（
人
魚
）
で
女
性
と
男
性
の
い

ず
れ
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ

グ
ン
（O

goun

）
と
い
う
戦
の
精
霊
が
あ
り
、

多
く
の
オ
グ
ン
が
あ
り
、
オ
グ
ン
・
フ
ェ
ラ

イ（O
goun Ferei

（Féraille

））は
鉄
と
サ
ー

ベ
ル
の
精
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
ジ
ャ
ッ
ク

（Saint-Jacques Le M
ajeur

）
に
相
当
し
、

白
馬
を
駆
る
戦
士
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
こ
と

で
、
ペ
リ
ス
テ
ィ
ル
（
後
述
）
に
そ
の
絵
が

飾
ら
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ゲ
デ

（G
uedé

）
と
い
う
一
連
の
死
と
死
後
の
世
界

の
精
霊
が
あ
り
、サ
ム
デ
ィ（
土
曜
）男
爵（
バ

ロ
ン
・
サ
ム
デ
ィ
）（Baron Sam

edi
）
が

墓
場
の
入
り
口
に
住
む
代
表
格
と
い
う
こ
と

み
た
い
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ペ
ト
ロ
は
、
ハ
イ
チ
系
の

ロ
ワ
で
、
な
ぜ
か
や
や
気
性
が
荒
い
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
模
様
で
す
。
例
え
ば
、

カ
ル
フ
ー
（Kalfu

（Carrefour

）） 

は
、 

ペ

ト
ロ
版
の
レ
グ
バ
と
い
う
こ
と
の
様
で
、
名

前
は
そ
の
ま
ま
十
字
路
（
フ
ラ
ン
ス
語
ベ
ー

と
い
い
、こ
の
場
合
の
神
官
は
、ボ
コ（Bokor

）

と
い
い
区
別
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

（
ゾ
ン
ビ
）

　

ホ
ラ
ー
映
画
で
有
名
に
な
っ
た
ゾ
ン
ビ
の

起
源
自
体
は
ハ
イ
チ
の
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
ゆ
か

り
の
も
の
み
た
い
で
す
が
、
や
や
趣
は
異
な

り
ま
す
。
死
ん
だ
人
が
生
き
て
い
る
人
を
襲

う
と
い
う
モ
ノ
で
は
な
い
、
と
は
言
え
、
生

き
て
い
る
人
を
ゾ
ン
ビ
パ
ウ
ダ
ー
で
仮
死
状

態
に
す
る
等
の
穏
や
か
で
は
な
い
話
で
す
。

一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
今

も
少
な
い
な
が
ら
も
ゾ
ン
ビ
化（
ゾ
ン
ビ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
：Zom
bification

）
を
行
う
者

が
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
の
た
め

か
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、
司
法
の
代
わ
り
と

し
て
報
復
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
な
ん
で
も
、
フ
グ
の
毒
等
由
来
の

白
い
粉
と
や
ら
で
人
を
生
物
学
的
に
死
亡
と

診
断
さ
れ
る
状
態
に
す
る
と
か
な
ん
と
か
。

　

最
近
も
上
院
司
法
安
全
委
員
会
の
委
員
長

で
あ
る
上
院
議
員
が
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
上

ゾ
ン
ビ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
罰
す
る
規
定
を

盛
り
込
も
う
と
し
た
り
し
た
経
緯
も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
巷
で
は
、
実
際
に
こ
う
し
た
行

為
が
あ
る
か
ど
う
か
等
よ
り
も
、
こ
う
し

て
ゾ
ン
ビ
伝
説
が
都
市
伝
説
様
に
広
が
り
を

も
っ
て
不
信
感
や
恐
怖
が
庶
民
を
囲
う
こ
と

の
経
済
・
社
会
的
影
響
の
面
で
大
き
い
の
で

は
と
い
う
問
題
意
識
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
出
所
の
解
ら
な
い
政
治
的
腐

敗
な
ど
で
出
回
る
小
切
手
を
指
し
て
、「
ゾ
ン

ビ
小
切
手
」
な
ど
と
日
刊
紙
の
一
面
を
飾
る

位
日
常
的
に
使
わ
れ
る
表
現
で
は
あ
り
ま
す
。

（
日
本
の
宗
教
的
感
覚
と
の
共
通
点
）

　

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
の
中
身
を
少
し
ず
つ
聞
い
て

い
る
と
、
何
か
し
ら
目
新
し
く
な
い
こ
と
に

気
が
つ
き
始
め
ま
す
。
日
本
の
神
道
な
ど
を

直
接
的
に
重
ね
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
自
然
」
を
発
祥
と
し
て
い
る
、
自
然
へ
の
畏

敬
や
敬
愛
、
祖
先
や
家
族
へ
の
敬
意
等
日
本

で
宗
教
感
も
な
く
比
較
的
自
然
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
何
か
と
近
い
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
幸
い
に
、
ア
テ
ィ
や
王
様
と
お

話
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
ヴ
ー

ド
ゥ
ー
は
、「
未
知
な
る
事
柄
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
り
、
永
遠
の
追
求
で
あ
る
」
と
い
っ

た
趣
旨
の
事
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
自

然
の
中
か
ら
全
て
生
ま
れ
、
最
後
は
そ
こ
に

戻
る
」
と
も
言
い
ま
す
。
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
で
は
、

大
事
な
こ
と
は
「
森
に
聞
く
」
と
言
い
ま
し

た
。
分
け
隔
て
無
く
人
を
受
け
入
れ
、
癒
す

こ
と
が
、
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
で
あ
り
、
精
神
的
な
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
要
素
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
生
活
で
あ
り
、
社
会
で
あ
り
、
正
義

で
あ
り
、
医
療
で
あ
り
文
化
で
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

何
か
が
あ
れ
ば
、
森
に
入
る
と
い
う
点
で

は
、
神
社
が
山
や
森
に
構
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
も
通
じ
そ
う
で
す
。
４
０
１
の
精
霊
が

と
い
う
の
も
沢
山
の
例
え
で
あ
る
と
の
こ
と

で
、
八
百
万
の
神
と
同
じ
に
思
え
ま
す
。
何

か
悪
い
こ
と
を
し
た
と
き
に
は
バ
チ
が
当
た

る
と
い
う
感
覚
も
あ
る
よ
う
で
す
し
、
言
霊

と
い
う
の
も
あ
り
そ
う
で
す
。

　

大
勢
の
人
が
、
厳
し
い
自
然
・
経
済
・
社

会
の
中
で
生
き
て
い
く
上
で
、
様
々
な
知
恵

と
信
仰
が
複
雑
に
作
用
し
て
い
る
の
だ
と
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
※
写
真
は
筆
者
が
撮
影
）

（
※
本
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
り
、
所
属
す
る
機
関
の
公
式
見
解
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

ヴードゥーのウンフォ前でのお清め　ラム酒をまくヴードゥー　祈りのダンス

ヴードゥーのウンフォ前でのお清め　水とラム酒

ヴードゥーのペリスティルの中　中央にポトミタン
地面にヴェヴェの模様

ス
）
で
す
。
ま
た
、
ペ
ト
ロ
版
の
エ
ル
ズ
リ

が
あ
っ
て
、エ
ル
ズ
リ
・
ダ
ン
ト
ー
ル
（Elzuli 

D
antor

）
等
が
あ
り
、
強
い
女
性
・
母
を
象

徴
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

沢
山
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
位
に
し

て
お
き
ま
す
。

（
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
祭
祀:

セ
レ
モ
ニ
ー
）

　

ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
祭
祀
（rituel

（
仏
語
））

は
、
ウ
ン
フ
ォ
（O

unfò

）
と
呼
ば
れ
る
宗

教
的
な
建
物
（
テ
ン
プ
ル
（Tem

ple:

寺
院
）

と
簡
単
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
の

一
角
に
あ
る
ペ
リ
ス
テ
ィ
ル
（Péristyle

）

と
い
う
開
放
的
な
部
屋
や
広
間
で
、
ウ
ン

ガ
ン
（
マ
ン
ボ
）
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
ペ
レ
ス
テ
ィ
ル
は
、
中
央
に
ポ
ト
ミ
タ

ン
（Potom

itan

：
そ
の
ま
ま
、「
中
央
の
柱
」

の
意
味
で
す
）
と
い
う
柱
と
台
座
が
あ
り
、

地
面
は
地
肌
の
こ
と
が
多
い
で
す
。
セ
レ
モ

ニ
ー
に
当
た
り
、
ポ
ト
ミ
タ
ン
の
周
り
の
地

面
に
ヴ
ェ
ヴ
ェ
（Vévé

）
と
呼
ば
れ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
精
霊
・
ロ
ワ
（Lw

a

）
を
表
す
幾
何

学
的
な
模
様
が
小
麦
粉
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉

等
で
描
か
れ
、
蝋
燭
を
灯
し
、
そ
の
周
り
を

参
加
者
が
ウ
ン
ガ
ン
と
共
に
囲
み
、
太
鼓
の

リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら
、
歌
い
（
個
別
の
ロ

ワ
へ
の
祈
り
等
）、
踊
り
を
捧
げ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
時
に
よ
り
参
加
者

等
が
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
な
り
、
そ
の
日
祈
り

と
願
い
を
捧
げ
た
対
象
と
な
る
ロ
ワ
が
ポ
ト

ミ
タ
ン
を
伝
わ
っ
て
そ
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
の

者
（Choual

（Cheval

（
仏
語
）/

馬
））
に

乗
る
（Chevauché/

乗
り
移
る
）
こ
と
に

よ
り
交
信
を
行
う
と
い
う
の
が
趣
旨
の
よ
う

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
ウ
ン
フ
ォ
や
聖
地
（
池
や
滝
や

森
、
そ
の
他
）
に
お
け
る
通
常
の
儀
式
と
は

異
な
り
ま
す
が
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
と
踊
り
の

部
分
が
切
り
離
さ
れ
て
、
ハ
イ
チ
で
は
、
フ
ォ

ル
ク
ロ
ー
ル
の
踊
り
（
民
族
舞
踊
）
と
し
て

一
つ
の
音
楽
・
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
後
、
復
活
祭
ま
で

の
間
は
、
や
は
り
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
と
関
係
の

あ
る
「
ラ
ラ
（Rara

）」
と
い
う
音
楽
隊
で

の
行
進
の
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

大
抵
の
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
は
平
和
的
な
も
の

で
す
が
、
極
一
部
の
一
派
は
呪
術
を
用
い
る
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大使だより

寄稿：寺澤 元一　前在サモア日本国大使

新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、APIC においても島嶼国との交流事業の停止が余儀なくされています。そうした中でも
国際交流の推進のため、この度、各任地で日夜ご苦心されている大使の任国事情についてのお便りをいただくことになりました。

今回は寺澤元一 前在サモア日本国大使に、大使の任国事情についてのご意見を様々な観点からお聞きし、ご紹介します。

麻疹事態のため派遣された日本の医療支援チーム第 1 陣との写真

サモアでの任期を終えて

大使だより

　

昨
年
12
月
に
サ
モ
ア
独
立
国
（
以
下
サ
モ

ア
と
い
う
）
か
ら
２
年
間
の
在
任
を
終
え
て

帰
国
し
、
退
官
し
た
。
退
官
御
挨
拶
の
た
め

（
一
財
）
国
際
協
力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）

を
訪
ね
重
家
理
事
長
は
じ
め
皆
様
に
お
会
い

し
た
際
、
本
誌
「
大
使
だ
よ
り
」
へ
の
寄
稿

の
お
誘
い
を
頂
戴
し
た
。
私
は
、
元
々
外
務

省
で
は
韓
国
・
朝
鮮
半
島
が
専
門
で
あ
る
が
、

大
洋
州
地
域
で
の
在
勤
は
、
10
年
前
の
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
が
あ
り
（
当
時
佐
藤
昭
治
大

使
（
現
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
常
務
理
事
）
の
下
で
私
は

参
事
官
で
あ
っ
た
）、
今
回
の
サ
モ
ア
が
二
度

目
、
し
か
も
外
務
省
最
後
の
任
地
と
な
っ
た

の
で
、
同
地
域
と
の
御
縁
を
感
じ
る
。
サ
モ

ア
か
ら
帰
国
し
た
者
と
し
て
の
報
告
で
あ
る

が
、
私
見
、
事
実
誤
認
も
含
む
。
よ
っ
て
諸

氏
の
御
批
判
、
御
叱
咤
を
仰
ぐ
こ
と
を
前
提

と
し
て
寄
稿
申
し
上
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本

稿
の
文
責
は
偏
に
私
個
人
に
あ
る
。

麻
疹
流
行
事
態

　

サ
モ
ア
は
、
南
太
平
洋
ポ
リ
ネ
シ
ア
地
域

に
位
置
す
る
国
土
面
積
が
東
京
都
の
１
．
３

倍
、
人
口
20
万
人
の
島
嶼
国
で
あ
る
。
２
年

の
在
勤
中
、
私
の
任
務
は
多
岐
に
わ
た
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
事
態
へ
の
対
応

を
含
む
保
健
分
野
へ
の
支
援
が
中
心
を
占
め

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
保
健
分
野

で
の
仕
事
を
中
心
に
し
た
切
り
口
で
私
の
在

勤
中
の
体
験
を
交
え
つ
つ
報
告
し
た
い
。

　

先
ず
、
２
０
１
９
年
11
月
、
着
任
早
々
の

私
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
そ
の
秋
に
発

生
し
た
麻
疹
の
流
行
で
あ
っ
た
。
サ
モ
ア
の

未
来
を
担
う
は
ず
の
子
供
を
中
心
に
80
名
を

超
え
る
犠
牲
者
が
出
た
。
サ
モ
ア
政
府
は
、

流
行
の
広
が
り
を
受
け
て
非
常
事
態
宣
言
を

発
出
し
、同
国
に
駐
在
す
る
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
支
援
調
整
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。
会
議

に
は
、
私
を
含
む
豪
州
、
Ｎ
Ｚ
、
英
国
、
米

国
（
代
理
大
使
）、
中
国
の
公
館
長
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
代
表
等
が
出
席
し
た
。
私
は
、
信
任
状
奉

呈
の
前
だ
っ
た
が
、
形
式
論
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ら
れ
な
い
。
人
道
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り

会
議
に
加
わ
っ
た
。
席
上
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
現
地
事
務
所
側
か
ら
、
流
行
の
背

景
と
し
て
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
の
低
い
接
種
率（
住

民
の
間
に
は
ワ
ク
チ
ン
忌
避
傾
向
も
あ
っ
た
）

が
指
摘
さ
れ
た
。
サ
モ
ア
政
府
は
、
医
師
、

看
護
師
、
ワ
ク
チ
ン
、
医
療
機
材
の
不
足
を

挙
げ
て
、
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
支
援
を

要
請
し
た
。
豪
州
、
Ｎ
Ｚ
は
、
従
来
か
ら
サ

モ
ア
の
緊
急
事
態
に
備
え
て
支
援
を
行
う
合

意
を
結
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
医
療
支
援

チ
ー
ム
派
遣
と
必
要
な
医
療
物
資
の
供
与
で

迅
速
に
対
応
し
た
。
サ
モ
ア
は
、
Ｎ
Ｚ
の
元

植
民
地
で
、
１
９
６
２
年
に
太
平
洋
島
嶼
国

の
中
で
は
最
も
早
く
独
立
し
た
が
（
西
サ
モ

ア
の
ウ
ポ
ル
、
サ
バ
イ
イ
の
二
島
が
独
立
。

東
の
ア
メ
リ
カ
領
サ
モ
ア
と
は
分
離
）、
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
に
加
盟
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

同
加
盟
諸
国
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
次
々
と
支
援
に
参

加
し
て
い
っ
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
現
地
事
務
所
が
各

国
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら
の
医
療
支
援
の
総
合
調

整
を
行
い
、
支
援
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
リ

ス
ト
上
に
は
、
医
療
支
援
チ
ー
ム
派
遣
国
の

国
旗
が
日
々
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
私
は
、

人
道
上
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
サ
モ
ア
が
前

年
２
０
１
８
年
第
８
回
太
平
洋
島
サ
ミ
ッ
ト

（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
８
）
の
共
同
議
長
国
で
あ
り
、
サ

ミ
ッ
ト
成
果
文
書
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
我
が

国
が
応
分
の
支
援
で
応
え
る
の
は
当
然
だ
と

判
断
し
た
。
急
速
に
増
え
て
い
く
患
者
（
主

に
子
供
）
に
対
し
、
医
療
陣
の
不
足
は
深
刻

だ
っ
た
。
サ
モ
ア
政
府
は
、
追
加
的
な
医
療

チ
ー
ム
の
支
援
を
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
に
呼
び

掛
け
た
。
私
は
、
サ
モ
ア
政
府
の
支
援
要
請

を
直
ち
に
本
国
に
伝
え
、
医
療
支
援
チ
ー
ム

の
早
期
派
遣
を
強
く
求
め
た
。
我
が
国
政
府

の
対
応
は
早
か
っ
た
。
自
然
災
害
等
に
対
す

る
国
際
緊
急
援
助
の
枠
組
み
が
直
ち
に
適
用

さ
れ
、
我
が
国
か
ら
感
染
症
対
策
の
た
め
の

緊
急
援
助
隊
と
し
て
、
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
等
か
ら
な
る
医
療
チ
ー
ム
が
２
陣
に
分

け
て
派
遣
さ
れ
た
（「
国
際
緊
急
援
助
隊
の

派
遣
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
外
務
大

臣
の
命
令
に
よ
り
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
：Japan International Cooperation 

Agency

）
が
援
助
隊
の
派
遣
業
務
を
実
施
）。

こ
れ
に
よ
り
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
医
療
支
援
チ
ー

ム
の
リ
ス
ト
に
日
の
丸
が
加
わ
っ
た
。
我
が

国
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
か
ら
の
医
療
支
援

の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
の
甲
斐
あ
っ
て
、

12
月
下
旬
に
は
事
態
が
収
束
し
、
サ
モ
ア
政

府
は
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
す
る
に
至
っ
た
。

我
が
国
の
チ
ー
ム
は
、
引
き
揚
げ
る
直
前
ま

で
、
配
属
さ
れ
た
地
域
病
院
で
支
援
に
当
っ

た
。サ
モ
ア
政
府
は
、首
相
名
で
声
明
を
出
し
、

我
が
国
を
含
む
医
療
支
援
チ
ー
ム
派
遣
国
の

名
を
挙
げ
て
深
甚
な
謝
意
を
表
明
し
た
。
派

遣
業
務
に
就
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
諸
氏
も
含
め
、

医
療
支
援
チ
ー
ム
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り

て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

話
は
そ
れ
る
が
、
私
が
支
援
業
務
の
傍
ら

注
目
し
て
い
た
の
は
、
中
国
の
動
向
で
あ
っ

た
。
当
時
、
中
国
は
、
事
態
発
生
前
か
ら
サ

モ
ア
に
５
～
６
名
の
医
師
を
支
援
と
し
て
常

時
派
遣
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
呼
吸
系
の

専
門
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
、
中
国
が
麻
疹

対
策
の
た
め
医
療
チ
ー
ム
を
い
つ
派
遣
す
る

か
注
目
し
て
い
た
が
、
中
国
か
ら
の
支
援
は
、

10
万
ド
ル
程
度
の
医
療
物
資
の
供
与
に
と
ど

ま
り
、
結
局
、
専
門
医
の
医
療
チ
ー
ム
は
派

遣
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
国
際
医
療
支

援
チ
ー
ム
の
リ
ス
ト
に
中
国
の
国
旗
は
な
い
。

今
思
え
ば
、
当
時
は
中
国
で
謎
の
肺
炎
が
発

生
し
た
と
の
報
道
が
出
つ
つ
あ
っ
た
。
後
に

全
世
界
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
中
国
湖
北
省
武
漢
市

で
確
認
さ
れ
た
時
期
だ
。
こ
の
時
、
中
国
政

府
は
、
自
国
内
の
事
態
対
処
を
優
先
す
る
た

め
、
呼
吸
器
感
染
症
の
専
門
医
を
国
内
に
と

ど
め
よ
う
と
禁
足
令
を
出
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
の
推
測
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
事
態

　

サ
モ
ア
で
麻
疹
流
行
が
収
束
し
た
の
も
束

の
間
、
翌
２
０
２
０
年
１
月
30
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
、「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の

緊
急
事
態
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）」
を
宣
言
し
、
３

月
に
は
世
界
的
な
感
染
拡
大
「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
」
を
表
明
し
た
（
以
下
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
）。

こ
れ
を
受
け
た
サ
モ
ア
の
対
応
は
早
か
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、
一
連
の
防
疫
措

置
を
と
っ
た
。
直
前
の
麻
疹
流
行
の
経
験
は
、

感
染
症
事
態
に
お
け
る
教
訓
を
サ
モ
ア
の
政

府
と
社
会
、
さ
ら
に
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
に
遺

し
て
い
た
。
こ
の
教
訓
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

サ
モ
ア
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
量
の

犠
牲
者
が
出
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
、

世
界
は
未
だ
ワ
ク
チ
ン
を
獲
得
し
て
い
な

か
っ
た
。
医
療
態
勢
が
脆
弱
な
小
島
嶼
国
と

し
て
の
サ
モ
ア
で
市
中
感
染
が
発
生
す
れ
ば
、

収
拾
困
難
な
事
態
に
至
る
。
外
か
ら
の
ウ
イ

ル
ス
侵
入
を
防
ぐ
厳
格
な
国
境
措
置
の
他
、

打
つ
手
は
な
か
っ
た
。
サ
モ
ア
政
府
は
、
迅

速
か
つ
果
敢
に
水
際
対
策
を
執
る
一
方
、
手

洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避
を
指
導
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

　

当
時
、
サ
モ
ア
の
一
部
メ
デ
ィ
ア
に

は
、
前
年
の
麻
疹
流
行
に
対
す
る
政
府
の
初

動
措
置
を
批
判
す
る
論
調
も
あ
っ
た
。
翌

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
総
選
挙
を
迎
え
る

た
め
、
当
時
の
政
権
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

対
策
の
失
敗
が
選
挙
に
お
け
る
命
取
り
に
な

る
と
い
う
危
機
意
識
も
あ
っ
た
と
い
う
穿
っ

た
見
方
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
サ
モ

ア
政
府
は
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
と
考
え

る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
私
の
離
任
す
る
昨

２
０
２
１
年
12
月
ま
で
は
、
近
隣
国
か
ら
の

帰
国
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
、
わ

ず
か
な
が
ら
陽
性
反
応
が
確
認
さ
れ
た
が
、

全
て
の
帰
国
者
は
厳
格
な
隔
離
検
疫
に
置
か

れ
る
た
め
、
市
中
感
染
に
は
至
ら
な
か
っ
た

（
本
稿
執
筆
中
の
２
０
２
２
年
１
月
21
日
に
豪

州
か
ら
サ
モ
ア
へ
の
入
国
者
か
ら
15
人
の
感

染
が
検
疫
隔
離
中
に
確
認
さ
れ
た
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。
市
中
感
染
は
未
だ
確
認
さ
れ
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
サ
モ
ア
政
府
は
念

の
た
め
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
宣

言
し
た
と
い
う
。）

　

サ
モ
ア
と
同
様
に
近
隣
の
豪
州
、
Ｎ
Ｚ
も

厳
格
な
国
境
措
置
を
執
っ
た
。
他
方
、
こ
の

措
置
は
、
島
嶼
国
に
と
り
重
要
な
収
入
源
で

あ
る
観
光
誘
致
と
自
国
民
の
海
外
就
労
を
困

難
に
し
た
。
国
連
の
在
サ
モ
ア
常
駐
官
事
務

所
は
、
２
０
２
０
年
８
月
に
コ
ロ
ナ
禍
が
サ

モ
ア
経
済
社
会
に
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト

を
調
査
し
報
告
し
た
。
サ
モ
ア
全
国
の
約

11
％
の
世
帯
で
家
族
の
少
な
く
と
も
一
人
が

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
失
業
し
、
ほ
と
ん
ど
の
世

帯
で
中
程
度
ま
た
は
僅
か
な
が
ら
収
入
減
を

経
験
し
、
生
計
を
支
え
る
た
め
に
、
家
庭
菜

園
や
畜
産
で
補
い
、
近
隣
の
豪
州
や
Ｎ
Ｚ
に

在
住
す
る
親
族
や
友
人
か
ら
の
送
金
に
頼
る
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こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
調
査
期
間

は
、
２
０
２
０
年
前
半
の
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
後
の
多
く
の
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
倒
産
等
と
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
的
影
響
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
当
時
、
私
の
課
題
は
、
島
嶼

国
サ
モ
ア
の
脆
弱
な
保
健
態
勢
の
強
化
と
共

に
、
こ
の
事
態
が
も
た
ら
し
た
経
済
社
会
的

影
響
の
克
服
も
含
め
、
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
の

一
員
と
し
て
日
本
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か

で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
世
界
の
開
発
途
上
国

に
対
す
る
支
援
で
は
、
我
が
国
の
対
応
は
果

敢
で
迅
速
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
事
態
収
束

の
決
め
手
は
、
安
全
、
有
効
、
品
質
が
保
証

さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
公
平
な
普
及
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
４
月
に
国
際
社
会
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
が
迅
速
か
つ
手
頃
な
価
格
で
途
上
国
を

含
め
公
平
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｘ
と
呼
ば
れ
る
国
際
的
な
供
給
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
構
築
さ
れ
た
。
我
が
国
も
先
進
国
と
並
ん

で
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
「
途
上
国
向
け
枠

組
み
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
）」
に
当
初
２
億
ド
ル
を
拠
出

し
、
そ
の
後
２
０
２
１
年
６
月
に
は
、
更
に

８
億
ド
ル
を
追
加
拠
出
し
、
合
計
10
億
ド
ル

の
貢
献
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
（
国
際
社

会
全
体
で
は
２
０
２
２
年
１
月
現
在
計
96
億

ド
ル
が
拠
出
さ
れ
た
）。
今
日
、
我
が
国
を
含

む
世
界
が
適
正
な
ワ
ク
チ
ン
を
獲
得
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
お

か
げ
で
あ
る
。

　

サ
モ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
太
平
洋
島
嶼
国

も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
を
通
じ
て
ワ
ク
チ
ン
が
供

給
さ
れ
た
が
、
十
分
な
量
に
は
達
し
な
か
っ

た
。
我
が
国
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
支
援
に
加
え
て
、
２
０
２
１
年
７
月
の

第
９
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ

９
）
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
計

３
０
０
万
回
分
を
２
０
２
１
年
内
に
島
嶼
国

に
対
し
供
与
す
る
意
図
を
表
明
し
た
。
こ
の

う
ち
、
サ
モ
ア
に
対
し
て
は
、
日
本
国
内
で

製
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
約
11
万
回
分
が
割
り

当
て
ら
れ
た
。
同
ワ
ク
チ
ン
は
、
同
年
８
月

に
サ
モ
ア
に
到
着
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

が
加
速
化
し
、
昨
２
０
２
１
年
内
に
当
初
の

接
種
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
、

我
が
国
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
必
要
な
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
機
材
（
超
低
温
冷
凍
庫
や

ワ
ク
チ
ン
運
搬
車
両
等
）、
患
者
を
収
容
す
る

た
め
の
陰
圧
式
コ
ン
テ
ナ
病
室
等
の
供
与
も

実
施
し
て
い
る
。

　

現
地
に
お
い
て
は
、
豪
州
や
Ｎ
Ｚ
も
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
に
サ
モ
ア
を
支
援
し
て
い
た

が
、
私
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
医
療
機
材
の
支
援

で
は
、
日
本
が
タ
イ
ミ
ン
グ
や
規
模
で
先
陣

を
切
っ
て
い
た
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
人
道

支
援
は
、
競
争
な
ど
で
は
な
く
開
発
パ
ー
ト

ナ
ー
が
互
い
に
持
て
る
力
を
発
揮
し
協
力
し

合
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
顔
の
見
え
る

支
援
」
と
い
う
切
り
口
で
は
、「
ス
ピ
ー
ド
」

の
持
つ
意
義
は
大
き
い
。
ワ
ク
チ
ン
引
き
渡

し
式
で
の
サ
モ
ア
首
相
の
謝
意
、
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
で
も
我
が
国
の
扱
い
は
大
き
か
っ
た
。

　

因
み
に
、
２
０
２
１
年
前
半
、
内
外
の
メ

デ
ィ
ア
は
、
中
国
が
自
国
製
ワ
ク
チ
ン
を
世

界
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
影
響
力
を
高

め
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ク
チ
ン
外

交
」
を
展
開
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
た
。
サ

モ
ア
に
対
し
て
も
、
中
国
は
自
国
製
の
ワ
ク

チ
ン
の
受
け
入
れ
を
働
き
か
け
て
い
た
。
他

方
、
当
時
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
中
国
製
ワ
ク
チ
ン
の
安

全
性
や
有
効
性
を
未
だ
認
定
す
る
に
至
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
サ
モ
ア
は
中
国
製
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
中
国
は
、
現

地
で
大
使
館
員
と
中
国
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
た
め
の
中
国
人
労
働
者
用
に
千
数
百
回
分

の
中
国
製
ワ
ク
チ
ン
を
サ
モ
ア
に
輸
入
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

太
平
洋
島
嶼
国
の
重
要
性

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
国
際
社
会
で
は
、
先
進

国
と
途
上
国
が
様
々
な
困
難
に
直
面
し
、
内

向
き
志
向
の
世
論
が
浮
上
し
て
い
る
。
太
平

洋
の
小
さ
な
島
嶼
国
に
対
す
る
支
援
と
言
っ

て
も
、
関
心
を
示
さ
ず
、
な
ぜ
支
援
が
必
要

な
の
か
と
疑
問
を
呈
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。

他
方
、我
が
国
に
と
っ
て
も
国
際
社
会
に
と
っ

て
も
、
太
平
洋
島
嶼
国
は
実
に
重
要
で
あ
る
。

　

太
平
洋
島
嶼
国
は
、
広
い
太
平
洋
に
散
ら

ば
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
（
サ
モ
ア
は
こ
れ
に
属
す
）
の
３

地
域
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様
性
を
有

し
て
い
る
。
地
図
を
広
げ
て
も
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
別
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も

点
々
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
他
方
、

島
嶼
国
に
属
す
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
は

太
平
洋
の
大
半
を
占
め
、
我
が
国
や
国
際
社

会
が
そ
の
海
洋
航
路
、
漁
業
の
多
く
を
依
存

し
て
い
る
。
同
地
域
の
海
洋
秩
序
を
維
持
強

化
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い
。
し
か
も
、
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
い
ず
れ

も
大
変
親
日
的
で
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、

我
が
国
が
も
っ
と
発
言
力
を
強
め
、
活
躍
で

き
る
よ
う
、
国
連
等
の
場
で
積
極
的
に
我
が

国
の
立
場
を
支
持
し
て
く
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
我
が
国
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の

常
任
理
事
国
入
り
に
向
け
名
乗
り
を
上
げ
て

お
り
、
重
要
な
国
際
機
関
の
幹
部
ポ
ス
ト
を

め
ぐ
る
選
挙
で
も
我
が
国
候
補
を
擁
立
し
て

い
る
。
サ
モ
ア
は
じ
め
多
く
の
島
嶼
国
は
、

我
が
国
の
立
場
や
候
補
を
一
貫
し
て
支
持
し

て
く
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
気
候
変
動
、
海
洋
問
題

を
始
め
と
す
る
地
球
的
規
模
の
課
題
が
深

刻
化
し
、
国
際
的
な
協
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
も
、
国
際
場
裡
に
お

け
る
太
平
洋
島
嶼
国
の
役
割
が
急
速
に
拡

大
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ジ
ー

に
よ
る
２
０
１
９
年
５
月
の
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
総
会
の
開
催
や 

２
０
１
７
年

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
３
の
議
長
国
と
し
て
の
役
割
、

２
０
１
８
年
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
よ

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
の
開
催
等
、
太
平
洋
島
嶼
国
地
域
が
担

う
国
際
的
役
割
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

　

特
に
、
島
嶼
国
の
脆
弱
な
保
健
態
勢
を
強

化
す
る
た
め
の
支
援
は
、
島
嶼
国
側
だ
け
が

恩
恵
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
支
援
す
る
側

に
と
っ
て
も
等
し
く
恩
恵
を
被
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
感
染
症
は
、
高
度

に
発
達
し
た
現
代
の
交
通
網
に
よ
る
大
量
の

人
員
輸
送
を
通
じ
て
瞬
く
間
に
全
世
界
に
伝

搬
す
る
か
ら
で
あ
る
。
世
界
に
感
染
症
対
策

の
空
白
地
帯
（
保
健
分
野
の
途
上
地
域
）
を

作
る
こ
と
は
、
そ
こ
が
感
染
症
の
震
源
地
と

な
り
世
界
に
拡
大
す
る
結
果
を
招
く
。
途
上

地
域
に
対
す
る
保
健
分
野
の
支
援
は
、
ま
さ

に
我
が
国
は
じ
め
支
援
す
る
側
、
ひ
い
て
は

国
際
社
会
の
保
健
上
の
安
全
保
障
に
つ
な
が

る
。
私
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
島
嶼
国

の
脆
弱
な
医
療
態
勢
を
抜
本
的
に
強
化
す
る

た
め
に
、
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
保
健
人

材
の
育
成
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

島
嶼
国
側
の
医
学
・
看
護
の
教
育
機
関
を
抜

本
的
に
強
化
し
、
医
師
と
看
護
士
を
増
や
す

と
共
に
、保
健
指
導
員
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
対
す
る
衛
生
啓
発
が
急
が
れ
る
。

太
平
洋
島
嶼
国
が
抱
え
る
諸
課
題
と

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ

　

我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
協
力
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
太
平
洋
島
嶼
国
は
、「
国
土
が
狭

く
、
分
散
し
て
い
る
」、「
国
際
市
場
か
ら
遠

い
」、「
自
然
災
害
や
気
候
変
動
等
の
環
境
変

化
に
脆
弱
」
な
ど
の
困
難
を
抱
え
て
お
り
、

経
済
社
会
の
開
発
に
大
き
な
制
約
と
な
る
。

我
が
国
は
、太
平
洋
島
嶼
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
諸
国
の

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
共
に
解
決
策
を
探
り
、

同
地
域
の
安
定
と
繁
栄
を
目
指
し
て
、
首
脳

レ
ベ
ル
で
議
論
す
る
場
と
し
て
、「
太
平
洋
・

島
サ
ミ
ッ
ト
」（Pacific Islands Leaders 

M
eeting

： 

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
）
を
設
け
た
。
Ｐ
Ａ
Ｌ

Ｍ
は
、
１
９
９
７
年
に
初
め
て
開
催
し
、
以

後
３
年
毎
に
日
本
で
開
催
。
現
在
、
我
が
国

を
含
め
Ｐ
Ｉ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
（
14
島
嶼
国
と
豪

州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
16
か
国
、
ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア
・
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
２
地
域
）

の
計
19
か
国
・
地
域
の
首
脳
等
が
参
加
し
て

い
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
が
、
昨
２
０
２
１
年
７
月

に
第
９
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ

Ｍ
９
）
が
開
催
さ
れ
た
（
本
来
は
三
重
県
志

摩
市
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
テ
レ
ビ
会
議
形
式
に
よ
る
開
催
と

な
っ
た
）。
会
議
を
通
じ
、Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
首
脳
は
、

相
互
の
信
頼
及
び
尊
重
並
び
に
自
由
、
民
主

主
義
、
人
権
及
び
環
境
の
尊
重
と
い
っ
た
共

通
の
価
値
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層
強
化
す
る
こ
と

を
改
め
て
表
明
し
た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を

含
む
新
た
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
Ｐ
Ａ

Ｌ
Ｍ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
具
体
的

に
は
、
今
後
３
年
間
の
重
点
分
野
と
し
て
、

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
回
復
、（
２
）

法
の
支
配
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
海
洋
、（
３
）

気
候
変
動
・
防
災
、（
４
）
持
続
可
能
で
強
靱

な
経
済
発
展
の
基
盤
強
化
、（
５
）
人
的
交
流・

人
材
育
成
の
５
つ
の
重
点
分
野
を
中
心
に
協

力
を
強
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

中
で
、
我
が
国
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
」（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
構
想
に
基
づ
き
、

防災は PALM の重要議題。
1. 2.  豪雨のたびに頻発する洪水。
3.  地震によるがけ崩れ。

3

1

2



22 21APIC No.14 ・ July 2022APIC No.14 ・ July 2022

大使だより

ヴァイシガノ新橋の建設支援。防災とインフラ
整備だけでなく現地企業育成と雇用にも寄与。

太平洋気候変動センター（PCCC）。
研修プログラムを支援する専門家と。

1.  サモアの至る所に両国国旗の看板。多くの校舎建設を支援。
2.  コミュニティの女性たちのボランティア活動。村の道沿いの清掃と整備
3. 4.  家庭内暴力や児童虐待の被害者のシェルター 2 棟を建設支援

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
取
組
を
通
じ
日
本
と

Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
と
の
間
の
協
力
を
更
に
強
化

す
る
「
太
平
洋
の
キ
ズ
ナ
政
策
」
を
発
表
し
、

Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
は
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。
会
議

の
成
果
と
し
て
「
首
脳
宣
言
」、「
太
平
洋
の

キ
ズ
ナ
の
強
化
と
相
互
繁
栄
の
た
め
の
共
同

行
動
計
画
」
等
が
採
択
さ
れ
た
。

サ
モ
ア
に
対
す
る
無
償
資
金
協
力
事
業

に
見
る
我
が
国
の
支
援
の
強
み

　

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
９
で
確
認
さ
れ
た
重
点
５
分
野

は
、
い
ず
れ
も
我
が
国
が
こ
れ
ま
で
の
支
援

事
業
に
お
い
て
強
み
と
し
て
き
た
分
野
で
あ

る
。こ
こ
で
は
、近
年
の
代
表
例
を
取
り
上
げ
、

我
が
国
の
支
援
の
強
み
の
一
端
を
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

（
１
）「
ヴ
ァ
イ
シ
ガ
ノ
橋
架
け
替
え
計
画
」（
平

成
29
年
度　

供
与
限
度
額
１
８
．
０
６
億
円　

令
和
２
年
竣
工
）

　

サ
モ
ア
で
は
洪
水
災
害
が
頻
発
す
る
と
こ

ろ
、
首
都
ア
ピ
ア
の
玄
関
港
と
市
街
地
を
結

ぶ
ヴ
ァ
イ
シ
ガ
ノ
橋
が
老
朽
化
し
危
険
と
な

り
、
か
つ
、
橋
脚
の
多
い
旧
構
造
に
よ
り
豪

雨
時
に
流
木
が
橋
下
で
堰
き
止
め
ら
れ
洪
水

が
発
生
し
て
い
た
。
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、
我
が
国
は
、
幹
線
道
路
網
整
備
と
防
災

対
策
を
兼
ね
て
橋
脚
の
少
な
い
ア
ー
チ
型
構

造
の
新
橋
に
架
け
替
え
る
事
業
を
支
援
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
事
業
は
、 

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
７

（
２
０
１
５
年
福
島
県
い
わ
き
市
開
催
）
で
確

認
さ
れ
た
重
点
支
援
分
野
で
あ
る
「
防
災
」、

「
気
候
変
動
」
及
び
「
持
続
可
能
な
開
発
」
に

資
す
る
協
力
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

同
事
業
が
サ
モ
ア
側
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
た
点
と
し
て
特
記
さ
れ
る
の
は
、
建
設
さ

れ
た
橋
の
質
の
高
さ
だ
け
で
は
な
く
、
建
設

事
業
を
通
じ
た
技
術
の
移
転
等
の
現
地
社
会

へ
の
裨
益
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
建

設
企
業
は
、
施
工
業
者
と
な
り
な
が
ら
も
、

現
場
指
揮
を
中
心
と
し
て
行
い
、
現
地
の
建

設
業
者
を
下
請
け
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

高
い
建
設
技
術
が
現
地
企
業
に
移
転
す
る
と

共
に
、
現
地
労
働
者
の
雇
用
に
も
寄
与
し
た
。

サ
モ
ア
側
は
、
こ
の
日
本
の
支
援
方
式
を
中

国
と
の
比
較
で
高
く
評
価
し
て
い
た
。
中
国

も
い
く
つ
か
の
建
設
事
業
を
支
援
し
て
き
た

が
、
い
ず
れ
も
中
国
施
工
業
者
と
中
国
人
労

働
者
だ
け
で
終
始
一
貫
さ
せ
、
地
元
企
業
や

労
働
者
を
動
員
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
地
元
企
業
へ
の
技
術
移
転
や
雇
用
促
進

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
問
題
は
、
事
業

完
成
後
に
は
、
中
国
の
業
者
や
労
働
者
が
全

て
引
き
上
げ
て
し
ま
う
た
め
、
建
築
物
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
所
要
が
生
じ
て
も
、
建
物
の

細
部
が
不
明
で
支
援
を
受
け
た
側
が
自
力
で

処
置
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

（
２
）「
太
平
洋
気
候
変
動
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
）
建
設
計
画
」（
平
成
28
年
度　

供
与
限

度
額
９
．
６
２
億
円
）

　

サ
モ
ア
に
は
、
島
嶼
各
国
の
焦
眉
の
課
題

で
あ
る
気
候
変
動
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

国
際
機
関
・
太
平
洋
地
域
環
境
計
画
事
務
局

（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）
の
拠
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

我
が
国
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
の
気
候
変
動
業
務

の
強
化
と
共
に
、
各
島
嶼
国
の
人
材
育
成
を

支
援
す
る
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
の
庁
舎
や
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
を
実
施
し
た
。

庁
舎
は
２
０
１
９
年
に
竣
工
し
、
現
在
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
事

業
に
当
た
る
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
も
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
７
で
確
認
さ
れ
た
重

点
支
援
分
野
「
防
災
」「
気
候
変
動
」「
環
境
」

に
資
す
る
協
力
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

同
事
業
で
特
記
さ
れ
る
の
は
、
日
本
が
支

援
し
て
い
る
の
が
建
物
だ
け
で
は
な
く
、
人

材
育
成
も
含
む
こ
と
で
あ
る
。
国
の
開
発
は
、

資
金
と
人
材
の
両
輪
で
進
む
と
い
う
。
資
金

と
共
に
、
開
発
の
担
い
手
で
あ
る
人
材
の
育

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
点
で
我
が
国
は

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備

と
い
う
き
め
細
や
か
な
支
援
を
し
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ｎ
Ｚ
と
の
援

助
協
調
で
あ
る
。
本
件
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
専
門
家
以
外
の
人
件
費
は
、

Ｎ
Ｚ
が
支
援
し
て
い
る
。
各
国
の
支
援
予
算

は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
に
よ
っ
て
得
手
不
得
手

が
あ
る
。
事
業
は
様
々
な
コ
ス
ト
を
要
す
る

が
、
一
つ
の
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
が
そ
の
予
算

の
制
約
上
全
て
の
コ
ス
ト
を
賄
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
我
が
国
の
資
金
協
力
は
、
事
務

局
経
費
や
人
件
費
を
支
援
す
る
の
が
不
得
手

で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｚ
は
財
政
支
援
の
ス
キ
ー
ム

が
あ
り
対
応
出
来
た
。
し
か
も
、
Ｎ
Ｚ
は
、

自
由
や
民
主
主
義
と
い
う
基
本
価
値
を
共
有

す
る
い
わ
ば
同
志
国
で
あ
る
。
我
が
国
内
に

は
、
中
国
が
大
規
模
な
資
金
力
を
投
下
し
て

い
る
途
上
国
支
援
に
張
り
合
っ
て
、
日
本
も

も
っ
と
支
援
を
増
や
せ
と
い
う
声
が
あ
る
。

ま
た
、
途
上
国
側
も
我
が
国
か
ら
の
き
め
細

か
い
支
援
を
選
好
す
る
向
き
も
あ
る
。
他
方
、

現
在
、
我
が
国
に
は
全
て
の
途
上
国
支
援
を

背
負
い
き
れ
る
ほ
ど
の
財
力
は
な
い
。
私
は
、

将
来
的
に
中
国
が
途
上
国
の
主
権
や
国
際
社

会
の
ル
ー
ル
を
尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
中

国
と
の
援
助
協
調
も
あ
る
と
個
人
的
に
考
え

る
が
、
現
在
、
状
況
は
厳
し
い
。
そ
こ
で
、

我
が
国
が
価
値
観
を
共
有
す
る
同
志
国
と
援

助
協
調
を
行
え
ば
、
規
模
の
大
き
い
事
業
で

も
、
資
金
や
作
業
を
分
担
し
て
支
援
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
以
外
に
も
、
私
の
在
任
中
に
援

助
協
調
を
実
施
し
た
事
例
が
あ
る
。
我
々
は
、

公
共
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
す
る
現
地

の
団
体
が
進
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス

の
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
支
援
し
た
。

同
事
業
の
支
援
規
模
は
、
さ
ほ
ど
大
き
い
も

の
で
は
な
い
が
、
我
々
は
、
施
設
の
上
屋
を

建
設
し
た
。
施
設
内
で
実
施
さ
れ
る
各
種
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
我
が
国
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
他
、
米
国
、
英
国
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
間
で

支
援
を
分
担
し
て
、
全
体
と
し
て
優
秀
な
環

境
保
全
事
業
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
は
同
志

国
に
よ
る
援
助
協
調
の
格
好
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
た
。

（
３
）
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金

協
力
（
以
下
「
草
の
根
無
償
」
と
い
う
）
に

よ
る
教
育
、
福
祉
分
野
の
支
援

　
「
草
の
根
無
償
」
と
は
、
人
間
の
安
全
保
障

の
理
念
を
踏
ま
え
、
途
上
国
に
お
け
る
経
済

社
会
開
発
を
目
的
と
し
、
地
域
住
民
に
直
接

裨
益
す
る
、
比
較
的
小
規
模
な
事
業
を
支
援

す
る
資
金
供
与
の
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
草
の

根
無
償
の
対
象
団
体
は
、
途
上
国
の
地
方
公

共
団
体
、
教
育
機
関
、
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
の
非
営
利
団
体
で
あ
る
。サ
モ
ア
で
も
我
々

は
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
用
い
て
現
地
社
会
に

様
々
な
事
業
を
支
援
し
た
。

　

小
中
高
等
学
校
の
校
舎
整
備
は
、
劣
悪
な

教
育
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
将
来
の
国
づ

く
り
に
参
加
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
な

る
。
教
育
施
設
に
対
す
る
支
援
は
、「
顔
の

見
え
る
支
援
」
の
観
点
か
ら
も
意
義
が
あ
る
。

我
が
国
が
支
援
し
た
多
く
の
学
校
の
前
に
は
、

日
の
丸
と
サ
モ
ア
の
国
旗
が
描
か
れ
た
看
板

が
立
て
ら
れ
、
サ
モ
ア
の
若
者
は
小
さ
い
頃

か
ら
毎
日
の
登
下
校
で
そ
れ
を
見
て
育
つ
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
、
教
育
施
設
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
施

設
に
も
支
援
を
送
っ
た
。
サ
モ
ア
に
は
、
村

や
家
庭
内
で
暴
力
や
性
的
虐
待
に
遭
っ
た
女

性
や
児
童
た
ち
を
保
護
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー

3
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サモアでも J-PRISM で導入された福岡
方式が効果を発揮

JICA シニアボランティアが養護施設で
自立のための訓練を手ほどき

島根県海士町 （海士町オフィシャルサイトから提供）

を
運
営
す
る
「Sam

oa Victim
s Support 

Group

」（
Ｓ
Ｖ
Ｓ
Ｇ
）
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ

る
。
政
府
が
広
い
敷
地
を
支
援
す
る
だ
け
で

は
な
く
、多
く
の
市
民
が
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
支
え
て
い
る
。
２
０
２
０
年
に
国

連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
の
特

別
会
合
が
サ
モ
ア
で
開
催
さ
れ
た
時
に
、
同

団
体
の
活
動
が
模
範
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
Ｅ
Ｕ
や
豪
州
も
支
援
し
、
国
際
的
に

も
知
名
度
が
高
い
。
私
は
、
在
任
中
に
２
棟

の
追
加
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
を
支
援
し
た
。

反
響
は
大
き
く
、
女
性
の
地
位
向
上
、
子
供

の
権
利
擁
護
の
観
点
か
ら
、
内
外
の
評
価
を

得
た
。
サ
モ
ア
の
友
人
は
、「
中
国
の
支
援
は
、

為
政
者
が
喜
ぶ
目
立
つ
建
物
の
建
設
支
援
に

集
中
し
、
草
の
根
の
団
体
や
人
権
の
絡
む
支

援
に
は
手
を
出
さ
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

（
４
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
事
業

　

我
が
国
の
質
が
高
く
き
め
細
や
か
な
支
援

と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
移
転
の
た
め
の

専
門
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
事
業
を
紹

介
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
サ
モ
ア
社

会
で
も
こ
れ
ら
技
術
移
転
事
業
は
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
先
に
言
及
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
専
門
家
以

外
に
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
太
平
洋
地
域
環
境
計

画
事
務
局
（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）
が
共
同
実
施
し

て
き
た
大
洋
州
地
域
廃
棄
物
管
理
改
善
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
の
た

め
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
は
、
サ
モ
ア
は
じ
め

島
嶼
国
に
お
け
る
廃
棄
物
管
理
の
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
人
材
は
、
今

や
他
の
島
嶼
国
や
途
上
国
の
人
材
を
育
成
で

き
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
南
南
協
力
の
段

階
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
サ

モ
ア
に
も
こ
れ
ま
で
大
勢
配
置
さ
れ
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
人
材
育
成
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
先
に
述
べ
た
学
校
施
設
の

改
善
に
つ
い
て
は
、
施
設
だ
け
で
質
の
高
い

教
育
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
質
の

高
い
教
育
は
質
の
高
い
教
員
や
教
材
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
教
育
現

場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
教
育
技
術
の

移
転
に
努
め
て
き
た
。
私
も
経
験
し
た
こ
と

だ
が
、
途
上
国
側
の
人
々
の
中
に
は
、
目
立

つ
施
設
の
整
備
に
注
目
し
、
人
材
育
成
に
は

関
心
を
向
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
質
の
高
い

教
育
や
教
材
を
移
転
す
る
た
め
に
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
配
置
は
重
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
い
っ
た
ん
サ
モ
ア
か
ら
帰
国
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
再
び
現
地
に
向
か
お
う
と
し
て

い
る
が
、
国
境
規
制
に
よ
り
未
だ
再
派
遣
に

至
っ
て
い
な
い
。
我
が
国
の
人
に
よ
る
支
援
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
の
早
期
復
活
が
期
待

さ
れ
る
。

（
５
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
研
修
事
業

　

終
わ
り
に
我
が
国
民
間
団
体
に
よ
る
サ
モ

ア
で
の
国
際
支
援
の
事
例
と
し
て
、
国
際
協

力
推
進
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
の
事
業
を
紹
介

し
た
い
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
事
業
の
一
環
と
し

て
研
修
招
聘
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
招

聘
す
る
人
材
の
国
柄
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
、

事
業
を
き
め
細
や
か
に
企
画
運
営
し
て
き
た
。

２
０
２
０
年
に
サ
モ
ア
政
府
の
若
手
人
材
の

招
聘
を
計
画
し
た
際
、
我
が
国
で
の
視
察
先

と
し
て
、
国
内
島
嶼
地
域
の
振
興
事
業
の
紹

介
を
取
り
入
れ
た
。
資
金
力
や
技
術
力
で
制

約
の
あ
る
島
嶼
国
の
人
材
に
対
し
、
大
規
模

の
資
本
を
投
下
し
た
先
端
技
術
の
事
業
を
紹

介
し
て
も
現
実
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
サ

モ
ア
の
国
土
や
人
口
規
模
、
産
業
上
の
制
約

を
考
慮
し
て
、
小
規
模
な
が
ら
も
地
元
の
魅

力
や
強
み
を
活
か
し
た
振
興
事
業
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
島
根
県
海
士
町
の
活
動
を
紹
介

し
よ
う
と
し
た
。
私
も
、
在
任
中
に
同
事
業

の
実
施
に
期
待
を
か
け
た
が
、
残
念
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
は
見
送
ら
れ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍

が
早
く
終
息
し
、
本
件
事
業
が
再
び
企
画
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

大使だより
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APIC INFORMATION

（2022 年 7 月1 日現在）

APIC NEWS & INFORMATION

APIC NEWS

ビング駐日マーシャル諸島大使へ
着任のお祝いのご挨拶

　2022 年5月20
日、重家理事長
が駐日マーシャ
ル諸島共和国大
使館にて、この
たび新たに着任
さ れ た ア レ ク
サンダー・カー
ター・ビング駐

日マーシャル諸島共和国大使を表敬訪問しました。APIC
からは荒木理事・事務局長が同行しました。
　当日は着任のお祝いのご挨拶をするとともに、APIC の
活動や、マーシャル諸島に関連するプロジェクトについて
ブリーフィングを行いました。

オノラ駐日ハイチ大使と会談

　2022 年 6 月 13 日、重家理事長がエルフ・モノド・オノラ駐
日ハイチ大使との昼食会を開催しました。オノラ大使は 2020 年
10 月に着任され、歓迎も含めて昼食会を予定していたところ、
コロナ禍で延期となっていたもので、漸く実現したものです。
　先方は大使夫人、APIC からは佐藤常務理事と荒木事務局長が
同席しました。会談では、オノラ大使が日本への留学経験があり、
奥様も日本人であることから日本への造詣が深いことが伺われ、
日本のほか、韓国、インドネシア、シンガポールも兼轄されて
いることから多方面に話が及びました。また、八田善明 元在ハ
イチ日本国大使に
寄稿頂いた「ハイ
チ便り」もお読み
になっており、ハ
イチの近況などに
ついてもお伺いし
ました。
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２
０
２
２
年
６
月
16
日
に
実
施

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
四

年
度
（
２
０
２
２
年
７
月
１
日
か
ら

２
０
２
３
年
６
月
30
日
ま
で
）
の
事

業
計
画
書
が
次
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

※
本
誌
で
は
簡
略
版
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和四年度 事業計画書

令
和
四
年
度

事
業
計
画
書

（
簡
略
版
）

１
．
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力
事
業

　

太
平
洋
島
嶼
国
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
友
好
関
係
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
太
平
洋
島
嶼
国
開
発
協
力

基
金
」
を
活
用
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
観
光
の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し
て
、
外

務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大
洋
州
課
と
協
議
も
行
い
、
次
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

（
１
）
太
平
洋
諸
国
・
大
学
生
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
大
学
生
を
我
が
国
に
招
待
し
て
、
短
期

間
の
研
修
を
行
う
。
昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に

よ
り
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
南
太
平
洋
大
学

（
フ
ィ
ジ
ー
）
の
大
学
生
計
２
名
が
上
智
大
学
の
冬
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
日
本
に
つ
い
て
の
基
礎
講
義
を
受
講
す

る
と
と
も
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
の
視

察
を
行
う
。
実
施
時
期
は
２
０
２
３
年
１
月
を
予
定
。
西
イ

ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
（
※
）
と
同
時
に
実
施

す
る
。

（
２
）
太
平
洋
諸
国
・
記
者
招
待
計
画 (APIC Journalism

 
Fellow

ship Program
)

【
継
続
・
繰
越
】

　

太
平
洋
島
嶼
国
の
有
力
記
者
を
招
待
し
て
、
我
が
国
の
環

境
保
護
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
も
っ
て
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て

も
ら
う
。
昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
実
施

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
年
度
は
、
一
昨
年
度
の
候
補
者
で

あ
っ
た
記
者
２
名
（
フ
ィ
ジ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
）
と
昨
年
ト
ン

ガ
で
大
規
模
噴
火
が
発
生
し
た
の
で
防
災
の
観
点
か
ら
ト
ン

ガ
の
記
者
も
含
め
、
合
計
３
名
を
招
聘
し
て
、
環
境
・
防

災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
の
視
察
を
行
う
。
本
件
招
待
計

画
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
記
者
招
待
に
知
見
の
あ
る
日
本

フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
す

る
。
実
施
時
期
は
２
０
２
２
年
10
月
を
予
定
。
カ
リ
ブ
記
者

招
待
計
画
（
※
）
と
同
時
に
実
施
す
る
。

（
３
）
太
平
洋
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で
き
な

か
っ
た
。
太
平
洋
島
嶼
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
我
が
国
に
招
待
し

て
、
我
が
国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
の
会
談
を
行
う
と

と
も
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
に
関
連
す
る
視
察
を
通

じ
て
、
我
が
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。
本
年
度
は
、
一

昨
年
度
か
ら
延
期
に
な
っ
て
い
る
太
平
洋
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を

数
名
招
待
予
定
。
実
施
と
被
招
聘
者
に
つ
い
て
は
国
際
的
な
往

来
の
再
開
状
況
を
見
つ
つ
、
判
断
し
て
い
く
。

（
４
）
太
平
洋
青
年
研
修
【
継
続
・
繰
越
】

　

太
平
洋
諸
国
の
将
来
を
担
う
可
能
性
の
あ
る
若
手
実
務
者

を
我
が
国
に
招
待
し
、
地
方
自
治
体
を
中
心
に
研
修
を
行

う
。
本
年
は
サ
モ
ア
独
立
国
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
か
ら
の

招
待
を
予
定
し
て
い
る
。

　

サ
モ
ア
独
立
国
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
海
士
町
職

員
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
職
員
が
訪
問
し
事
前
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
海
士
町
に
お
い
て
研
修

を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
蔓
延

の
影
響
で
昨
年
度
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
時
期

と
招
待
者
に
つ
い
て
は
、
大
使
館
、
海
士
町
と
協
議
し
て
決

定
す
る
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
に
つ
い
て
は
、
現
地
環
境
団
体
職
員

等
と
候
補
者
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
県
大
崎

町
で
の
ご
み
分
別
処
理
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

（
５
）
太
平
洋
諸
国
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
【
継
続
・
繰
越
】

　

我
が
国
か
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
を
太
平
洋
島
嶼
国

に
派
遣
し
て
、
我
が
国
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
問
題
等
に

つ
い
て
の
講
演
を
行
う
と
共
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
対

日
理
解
を
深
め
る
。
令
和
元
年
度
に
、
上
智
大
学
大
学
院
地

球
環
境
学
研
究
科
教
授
２
名
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー

ク
州
に
派
遣
し
て
、
同
国
政
府
お
よ
び
日
本
大
使
館
な
ど
の

協
力
を
得
て
環
境
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
予
定
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
る
。
担

当
理
事
が
同
行
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
の
広
報
活

動
、
ひ
い
て
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
に
つ
い
て
の

日
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
協
力
を
促
進
す
る
。
環
境
関
係
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実

施
時
期
は
２
０
２
３
年
３
月
見
込
み
。

（
６
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業
（
上
水
道
整
備
支
援

等
）
【
継
続
】

　

パ
ラ
オ
共
和
国
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
共
和
国
・
グ
ア
ム
・
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
３
カ
国
・
２
地

域
は
、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
持
続
可
能
な
自
然
資
源
の
利

用
を
図
る
た
め
、
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い

う
共
通
の
環
境
政
策
を
策
定
し
、
環
境
保
護
の
た
め
の
資
金

を
積
み
立
て
て
い
る
が
、
こ
の
資
金
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て

い
る
の
がM

icronesia Conservation Trust 

（
以
下
Ｍ
Ｃ

Ｔ
）
と
い
う
民
間
の
環
境
保
護
基
金
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｔ
は
、

ま
た
、
自
身
の
活
動
と
し
て
、
世
界
銀
行
等
か
ら
の
資
金
を

得
て
環
境
保
護
活
動
も
実
施
し
て
お
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
の
協

力
事
業
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
２
０
１
４
年
10
月
に
Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
間
で
連

携
協
定
を
締
結
し
、
以
来
、
豚
舎
の
排
泄
物
処
理
、
貯
水
タ

ン
ク
、
貯
水
池
・
給
排
水
設
備
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
給
水

パ
イ
プ
の
取
り
換
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
環
境
分
野
の
支

援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
も
上
水
道
整
備
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く

が
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
現
地
で
の
実
態
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
要
請

を
受
け
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。　

（
７
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｍ
Ｃ
Ｔ
協
力
事
業　

大
学
院
生
支
援
【
継
続
】

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
と
の
協
力
事
業
の
中
で
２
０
１
７
年
に
は
長
期
的

に
環
境
保
護
に
携
わ
る
人
材
育
成
も
意
義
の
あ
る
支
援
で
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
上
智
大
学
と
の
協
議
の
末
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
‐
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
制
度
を
創
設
し
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環

境
学
研
究
科
で
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
協
定
に

よ
り
、
地
球
環
境
学
研
究
科
の
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る
ど
教
授

の
指
導
の
も
と
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
国
籍
・
市
民
権
を

有
し
、
環
境
分
野
に
関
心
の
あ
る
者
が
最
大
２
名
、
２
年
間

の
修
士
号
取
得
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
在
籍
で
き
る
こ
と
な
っ

た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
も

の
に
対
し
て
高
度
な
大
学
院
教
育
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

　

下
記
の
通
り
、
こ
の
制
度
を
確
実
な
も
の
に
し
、
継
続
的

に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
各
地
域
か
ら
入
学
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は

合
計
６
名
と
な
り
、
皆
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
母
国
で
も

活
躍
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
４
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
渡
航
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、
海
外
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
た
学
生
が
日
本
に
渡
航
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
を
受
け
て
い

る
。

　

今
年
度
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
か
ら
、
１
名
の
入
学

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
と
の
共

同
事
業
【
新
規
】

　

上
智
大
学
が
、
今
年
央
に
島
嶼
部
や
島
嶼
国
が
良
質
な
発
展

を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指
し
国
内
外
を
対
象
と

し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
るIsland Sustainability

研

究
所
の
設
立
を
計
画
し
て
い
る
。
研
究
所
設
立
に
あ
た
り
、
国

際
機
関
、
政
府
関
係
機
関
、
国
内
外
企
業
、
法
人
、
国
外
の

著
名
連
携
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
形
成
さ
れ
る
予

定
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
も
そ
れ
に
参
加
し
、
共
同
事
業
等
を
実
施
す

る
予
定
。
具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催

や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
被
招
待
者
や
歓
迎
会
の

費
用
負
担
等
が
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費
用

（
予
備
費
）
お
よ
び
予
備
費

２
．
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
友
好
関
係
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
、
「
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
基
金
」
を

活
用
し
て
、
カ
リ
ブ
諸
国
の
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
観
光

の
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
事
業
と
し
て
、
外
務
省
中
南
米

局
カ
リ
ブ
室
、
カ
リ
ブ
共
同
体
（
カ
リ
コ
ム
）
事
務
局
等
と

も
協
議
の
上
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

（
１
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
大
学
生
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
の
各
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
モ
ナ
校
、

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス

テ
ィ
ン
校
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
ケ
ー
ブ
ヒ
ル
校
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
の
フ
ァ
イ

ブ
・
ア
イ
ラ
ン
ズ
校
）
の
大
学
生
計
５
名
を
我
が
国
に
招
待

し
て
、
上
智
大
学
に
お
い
て
日
本
に
つ
い
て
の
基
礎
講
義
を

受
講
さ
せ
る
と
と
も
に
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
連

施
設
の
視
察
の
機
会
を
与
え
る
。
昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
収
束
に
よ
り
渡
航
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
実
施
時
期
は
２
０
２
３
年
１
月
を
予
定
。
太
平
洋
諸
島

大
学
生
招
待
計
画
と
同
時
に
実
施
す
る (

前
述) 

。

（
２
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
記
者
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
実
施
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
本
年
度
は
、
一
昨
年
度
の
候
補
者
で
あ
っ
た

ジ
ャ
マ
イ
カ
と
バ
ル
バ
ド
ス
か
ら
２
名
を
招
待
す
る
予
定

で
、
環
境
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
の
視
察
を
行

い
、
我
が
国
の
環
境
保
護
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
我
が
国
の
現
状
に
つ
い
て
の
広
報

を
行
う
。
外
務
省
及
び
日
本
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
施
時
期
は

２
０
２
２
年
10
月
を
予
定
。
太
平
洋
記
者
招
待
計
画
と
同
時

に
実
施
す
る
（
前
述
） 

。

（
３
）
カ
リ
ブ
諸
国
・
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

令
和
元
年
度
に
、
カ
リ
コ
ム
海
上
保
安
関
係
者
（
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
、
バ
ル
バ
ド
ス
）
、
バ
ル
バ
ド
ス

の
キ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
（
同
行
１
名
）
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
デ
イ
ビ
ス
外
務
・
貿
易
省
二
国
間
関
係
局
次
長
の
３
組
６

名
の
招
待
を
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
実

施
で
き
て
い
な
い
。
今
年
度
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
若
手
リ
ー

ダ
ー
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
大
臣
、
実
務
者
な
ど
の
招
待
を
、
感

染
状
況
と
入
国
制
限
状
況
を
見
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。

（
４
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
学
長
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

過
去
に
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｉ
）
の
副
総
長
（
実

質
的
な
ト
ッ
プ
）
及
び
各
分
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
、
バ
ル
バ
ド
ス
）
学
長
３
名
を
同

時
に
招
待
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
日
程
の
調
整
が
難
し
い

た
め
、
順
次
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
28
年
度
に
ケ
ー
ブ

ヒ
ル
校
（
バ
ル
バ
ド
ス
）
学
長
、
平
成
29
年
度
に
セ
ン
ト
・

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
（
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
）

学
長
の
招
待
計
画
が
実
現
し
た
。
平
成
30
年
度
に
は
、
Ｕ
Ｗ

Ｉ
の
副
総
長
お
よ
び
モ
ナ
校
（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）
学
長
の
招
待

を
計
画
、
令
和
元
年
度
も
モ
ナ
校
の
学
長
及
び
副
学
長
の
招

待
を
実
施
す
べ
く
調
整
を
図
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
現

で
き
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
調
整
を
行
い
、
我
が
国
大
学
と

の
意
見
交
換
会
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
に
関
連
す
る

視
察
を
通
じ
て
、
我
が
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
外
務
省
及
び
上
智
大
学
と
協
力
を
行

う
。
実
施
時
期
は
、
未
定
。

（
５
）
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
・
学
長
招
待
計
画
【
継
続
・
繰
越
】

　

カ
リ
ブ
諸
国
の
将
来
を
担
う
可
能
性
の
あ
る
若
手
実
務
者

を
我
が
国
に
招
待
し
、
地
方
自
治
体
を
中
心
に
研
修
を
行

う
。
本
年
は
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
の
若
手
実
務

者
（
３
～
４
名
）
に
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
大
崎
町
に
て
ご
み

処
理
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
予
定
。
大
崎
町
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
平
山
前

駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
大
使
か
ら
も
大
崎
町
へ

依
頼
を
行
い
、
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
大
崎
町
と
い
う
の
は
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
協
力
事
業
と
し
て
委
託
を
受
け
た
八
王
子
市

が
実
施
す
る
ご
み
処
理
研
修
事
業
に
対
す
る
支
援
と
し
て
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
役
職
員
が
同
行
し
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州

の
実
務
者
の
研
修
先
と
し
て
も
訪
問
し
て
お
り
、
日
本
一
ご

み
の
分
別
が
で
き
て
い
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
研
修
先
と
し
て
適
し
て
い
る
と
判
断
し
、

大
崎
町
か
ら
も
受
け
入
れ
可
能
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

（
６
）
上
智
大
学 Island Sustainability 

研
究
所
と
の
共

同
事
業
【
新
規
】

　

上
智
大
学
が
、
今
年
央
に
島
嶼
部
や
島
嶼
国
が
良
質
な

発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
ス
キ
ー
ム
の
創
成
を
目
指
し
国
内

外
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
るIslan

d 
Sustainability

研
究
所
の
設
立
を
計
画
し
て
い
る
。
研
究
所

設
立
に
あ
た
り
、
国
際
機
関
、
政
府
関
係
機
関
、
国
内
外
企

業
、
法
人
、
国
外
の
著
名
連
携
大
学
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
形
成
さ
れ
る
予
定
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
も
そ
れ
に
参
加
し
、

共
同
事
業
等
を
実
施
す
る
。
具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の

被
招
待
者
や
歓
迎
会
の
費
用
負
担
等
が
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
次
年
度
以
降
の
案
件
調
査
費
・
予
備
費

　

次
年
度
以
降
の
事
業
の
発
掘
や
検
討
の
た
め
の
調
査
費
用

お
よ
び
予
備
費

３
．
国
際
協
力
に
関
す
る
講
演
事
業

（
１
）
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
【
継
続
】

　

本
件
早
朝
講
演
会
は
、
外
務
省
幹
部
、
在
外
大
使
に
よ
る

時
局
の
日
本
の
外
交
課
題
や
激
動
す
る
国
際
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
質
の
高
い
内
容
の
話
題
を
提
供
す
る
講
演
会
と
し
て
、

参
加
者
か
ら
評
価
が
高
い
。
本
件
講
演
会
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
諸

活
動
を
展
開
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ
り
、
今
後
と

も
会
員
の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
毎
月
１
回
（
８
月
を
除

く
）
企
画
し
て
行
く
。
緊
急
事
態
宣
言
中
の
昨
年
５
月
に
初

め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
導
入
、
以
降
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
の
同
時
開
催
を
し
て
お
り
、
今
後
も
暫
く
継
続
し
て
行

く
。
な
お
、
会
場
開
催
時
に
は
入
館
時
の
検
温
、
手
指
消

毒
、
飲
食
時
を
除
き
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避
と
身
体
的
距

離
を
取
っ
た
着
席
と
し
、
講
師
席
に
は
飛
沫
感
染
防
止
の
ア

ク
リ
ル
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
感
染
防
止
の
た
め
の
万
全
の

措
置
を
講
じ
て
い
る
。

（
２
）
国
際
協
力
懇
話
会
【
継
続
】

　

同
様
の
外
交
課
題
・
国
際
情
勢
等
を
テ
ー
マ
に
小
規
模
の

懇
話
会
（
東
京
、
及
び
、
地
方
） 

を
実
施
す
る
。

４
．
留
学
生
奨
学
金
事
業
【
継
続
】

　

ザ
ビ
エ
ル
高
校
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
）
に

は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
パ
ラ
オ
共
和
国
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
最
優
秀
の
生
徒
が
入
学
す
る
。

卒
業
生
に
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
モ
リ
元
大
統
領
を
始
め

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
。
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
と
協
力
し
て
開
始
し
た
本
「
留
学
生
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
３
カ
国
の
首
脳
の
間
で
極
め
て
高
い
評

価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

上
智
大
学
・
ザ
ビ
エ
ル
高
校
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
間
で
締
結
し
た
留

学
生
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
入
学
を
開
始

し
、
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で
に
既
に
４
名
が
上
智

大
学
を
卒
業
し
た
。
２
０
２
１
年
、
２
０
２
２
年
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
心
の
あ
っ
た
高
校
生
は
い
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
関
わ
る
渡
航
制
限
な
ど
を
考
慮
し
、
入
学
者
は
無

し
と
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
４
月
に
は
渡
航
制
限
の
緩
和
に
よ

り
、
日
本
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
学
生
た
ち
も
来
日

し
、
現
在
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
を
受
け
て
い
る
。

　

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
は
、
日
本
で
の
留
学
中
に
上
智
大
学
で

勉
強
に
励
む
と
同
時
に
、
過
去
に
は
広
島
で
の
上
智
大
学
ソ

フ
ィ
ア
会
の
年
次
大
会
や
佐
原
大
祭
（
千
葉
県
香
取
市
佐

原
）
に
参
加
、
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
を
訪
問
し
、
日
本
の

歴
史
・
文
化
・
社
会
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る
な
ど
課
外

活
動
も
経
験
し
て
い
る
。
本
年
度
も
、
支
援
を
し
て
い
く
予

定
。
今
後
募
金
活
動
を
積
極
化
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
に

対
す
る
生
活
費
等
の
支
給
を
含
め
留
学
が
充
実
す
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
く
。
（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
旅
費
、
生
活
費

を
負
担
、
上
智
大
学
は
学
費
、
寮
費
を
負
担
。
）



APIC では維持会員（法人会員・個人会員）を募集しております。
APIC 維持会員の皆様には毎月開催される外務省幹部・大使による APIC 早朝国際情勢講演会を

自動的にご案内するほか、非会員で参加をご希望の方にもご案内を行っています。

詳細につきましては、APIC 事務局にご照会ください。
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